
ู⣬ᵝᘧ㸱

ᶓ὾ᕷ立ᶓ὾ࢧイ࢚ンスࣇロンティア㧗等学ᰯ ��㹼�� 

㸦࢔㸧௧࿴㸴ᖺᗘ⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ㔜Ⅼᯟᐇ᪋ሗ࿌㸦ᾏእ㐃ᦠ㸧㸦せ⣙㸧

 ձ ◊✲㛤Ⓨ࣐࣮ࢸࡢ  
ᾏእ大学との㧗大接⥆をど野にධれた、ᅜ際ඹ同課題研究の㛤発とᬑཬ

 ղ ◊✲㛤Ⓨࡢᴫせ  
ᾏእの学生との定ᖖ的なඹ同課題研究を㏻じて、予 のつかない事ែやᮍ知の状況でも、ேと༠

ാしながらᰂ㌾かつ᩾᪂な発᝿で解決⟇を見出し発ಙするスキルを、グローࣂルなスࢣールで㧗

め、ᑗ来ᅜ際的にά㌍できる⛉学技術ேᮦを⫱成する。

また、ᮏᰯは課題研究の成果により大学合᱁が認定されるࠕᶓ὾ᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムࠖ

を同大学との㐃ᦠの୰で作り上げてきた。この実㊶を生かし、ᅜ際ඹ同課題研究の成果をᾏእ大学

進学につなげる㧗大接⥆の᪂たなࣔデルを作るとともに、そのᬑཬをᅗる。

 目ᶆձࠕプトラ大学（マレーシア）の学生とのᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ࠖ

 目ᶆղࠕ研究成果をプトラ大学࡬の進学に生かす㧗大接⥆プログラムの㛤発ࠖ

 目ᶆճࠕᾏእ研修の実᪋とその㈝用対効果を㧗める工夫ࠖ

 目ᶆմࠕᮏᰯが㐃ᦠするᾏእの㧗ᰯとのᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ࠖ

 目ᶆյࠕ学ᰯの負ᢸを㍍ῶしたᣢ⥆可能なᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ࠖ

 目ᶆնࠕ㝃ᒓ୰学生をྵめることによるᾏእ大学進学の᪩ᮇ意識௜けࠖ

 ճ ௧࿴㸴ᖺᗘᐇ᪋つᶍ  
 㝃ᒓ୰学㸱学年から㧗ᰯ㸱年ḟまでの඲生ᚐ（⣙ ��� 名）を対㇟に実᪋する。

 մ ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ  
 ⏬㛤Ⓨィ✲◊ۑ

研究目ᶆ 研究事項 

ձプトラ大学の学生とのᅜ
際ඹ同課題研究の実᪋ 

㸯年目 
ඹ同課題研究を実᪋することで、テーマタ定から成果発表ま
での年間プロセスを確立する。 

㸰年目 
ึ年度に確立した年間スࣗࢪࢣールにἢって」ᩘチームの
ඹ同課題研究プログラムを実᪋する。 

㸱年目 
他の㧗ᰯからもཧຍ⪅をເり、㸰年ḟまでのඹ同課題研究の
取⤌の成果のᬑཬをᅗる。 

ղ研究成果をプトラ大学࡬
の進学に生かす㧗大接⥆
プログラムの㛤発 

㸯年目 
㧗大接⥆に必要な㧗ᰯでの学業成⦼や、英語እ部ᣦᶆなどの
要௳について᳨ウする。 

㸰年目 
課題研究の成果を進学につなげるプトラ大学チࣕレンࢪプ
ログラムのເ㞟を㛤ጞする。 

㸱年目 
プトラ大学チࣕレンࢪプログラム࡬の、他の㧗ᰯからのཷ験
について᳨ウする。 

ճᾏእ研修の実᪋とその㈝
用対効果を㧗める工夫 

㸯年目 
ᾏእ研修を実᪋するとともに、ࣜ アルタイムでのオンライン
ሗ࿌やᖐᅜ後の成果ሗ࿌఍を実᪋する。 

㸰年目 
プトラ大学௨እのඹ同課題研究ඛでの研修プログラムを実
᪋し、ཧຍ⪅ቑと成果のᬑཬをᅗる。 

㸱年目 
自ᕫ負ᢸの比率を㧗め、研修プログラムを」ᩘ回にቑやすと
ともに、他ᰯのཧຍについて᳨ウする。 

մᮏᰯが㐃ᦠするᾏእの㧗
ᰯとのᅜ際ඹ同課題研究
の実᪋ 

㸯年目 

㸰年目 

㐃ᦠᰯ .ROHM <D\DVDQ 6DDG（マレーシア）、ጜጒᰯ 'DYLG 
7KRPSVRQ 6HFRQGDU\ 6FKRRO（カࢼダ）とのඹ同課題研究を
㛤ጞする。また、8QLWHG 1DWLRQV ,QWHUQDWLRQDO 6FKRRO（ア
࣓ࣜカ）との᪂つ㐃ᦠについて⌧ᆅと༠㆟する。 

㸱年目 
8QLWHG 1DWLRQV ,QWHUQDWLRQDO 6FKRRO とのඹ同課題研究を
㛤ጞする。他ᰯの研究ཧຍを᳨ウする。 
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յ学ᰯの負ᢸを㍍ῶしたᣢ
⥆可能なᅜ際ඹ同課題研
究の実᪋ 

㸯年目 

㸰年目 

日ᮏ語、英語、マレー語にሓ能で、⌧ᆅとධヨシステムに⢭
㏻した㠀ᖖ໅⫋ဨを㞠用し、ඹ同課題研究に㛵する⌧ᆅとの
㐃⤡ㄪᩚなどの業ົや、役๭の分ᢸについて᳨ウする。 

㸱年目 
⌧ᆅに⢭㏻したእ部ேᮦの௵用による、ᾏእとの㐃⤡ㄪᩚに
ついての成果のᬑཬを行う。 

ն㝃ᒓ୰学生をྵめること
によるᾏእ大学進学の᪩
ᮇ意識௜け 

㸯年目 
㸰年目 
㸱年目 

㧗ᰯ生のࣜーダーシップを⫱成するとともに、㧗ᰯධ学前の
ẁ㝵からᾏእ進学࡬の意識࡙けを行うために、上の目ᶆձ㹼
յで実᪋する様々なプログラムに㝃ᒓ୰学生のཧຍᯟを一
定ᩘ取りධれる。 

 άືෆᐜࠊ஦㡯✲◊࡞ලయⓗۑ

目ᶆ㸯㸬プトラ大学の学生とのᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ 

ձඹ同課題研究に㛵する覚᭩（0R8� 0HPRUDQGXP RI 8QGHUVWDQGLQJ）のㄪ༳ 

ղ᫖年度の༠㆟にᇶ࡙く今年度（㸰年目）の年間スࣗࢪࢣール 

ճඹ同課題研究にཧຍする生ᚐのເ㞟と㑅考 

մᮏᰯ生ᚐとプトラ大学学生とのマッチング 

յオンラインでのミーティング 

նᰯ内での実験・研究άື 

շマレーシア研修による⌧ᆅでのඹ同研究άື 

目ᶆ㸰㸬研究成果をプトラ大学࡬の進学に生かす㧗大接⥆プログラムの㛤発 

ձᅜ際ඹ同課題研究の成果をプトラ大学の進学につなげるプログラムの㛤発 

ղプトラ大学とのᣢ⥆可能な㐃ᦠにྥけた༠㆟ 

ճプトラ大学チࣕレンࢪプログラム 

目ᶆ㸱㸬ᾏእ研修の実᪋とその㈝用対効果を㧗める工夫 

ձマレーシア（㸵᭶）ᾏእ研修 

ղマレーシア（㸯᭶）ᾏእ研修 

ճ英語による成果発表఍567ࠖ,(�(6>ࠕの㛤ദ 

目ᶆ㸲㸬ᮏᰯが㐃ᦠするᾏእの㧗ᰯとのᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ 

ձマレーシア .ROHM <D\DVDQ 6DDG とのඹ同課題研究 

ղカࢼダ 'DYLG 7KRPSVRQ 6HFRQGDU\ 6FKRRO ル࣡ークショップࣂの㹑㹊Ϩグロー࡬

目ᶆ㸳㸬学ᰯの負ᢸを㍍ῶしたᣢ⥆可能なᅜ際ඹ同課題研究の実᪋ 

ձマレーシアの教⫱システム等に⢭㏻した⫋ဨの㞠用

目ᶆ㸴㸬㝃ᒓ୰学生をྵめることによるᾏእ大学進学の᪩ᮇ意識௜け 

ձ㝃ᒓ୰学㸱年生をྵめたඹ同課題研究チームの⦅成

 յ ◊✲㛤Ⓨࡢᡂᯝ 㸦᰿ᣐࠕࡣ➼ࢱ࣮ࢹࡿ࡞࡜㸦࢘㸧㛵ಀ㈨ᩱࠖ࡟ᥖ㍕ࠋ㸧

ձ�� ࣨ᭶間の定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究プログラムの完成 

᫖年度から、当ึの予定㏻り㸴᭶から㸱᭶まで、オンラインと⌧ᆅでの㸰回の研修を⤌み合わ

せた �� ࣨ᭶にΏるプトラ大学との定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究を実᪋できている。プログラム඲

体の‶足度については、ཧຍ⪅඲ဨがࠕ㠀ᖖに‶足ࠖまたはࠕ‶足ࠖと回答している（データは

S��� ཧ↷）。 

ղ�� ࣨ᭶という研究ᮇ間のタ定 

ィ⏬ẁ㝵では、ເ㞟や㑅考、マッチング௨እのᮇ間は可能な㝈り研究に඘てられるようィ⏬し

たが、一方で㧗ᰯ生にとってオンライン୰ᚰの �� カ᭶間の研究は㛗すぎるのではないかとのᠱ

ᛕもあった。アンࢣートの⤖果では、やや㛗いと回答した生ᚐは㸯๭にとどまり、多くの生ᚐが

ちࡻうど良いと回答、㏫に短いと感じた生ᚐも㸰๭いた（データは S��� ཧ↷）。 

ճᅜ際ඹ同課題研究による主体性、༠ാ性、ࣜーダーシップ等の変容 
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研究㛤発の効果を᳨ドするための㸳つ㈨質・能力（主体性、༠ാ性、ࣜーダーシップ、๰造的

思考力、ᢈุ的思考力）の変容についての生ᚐアンࢣートでは、඲体の ����㸣がࠕ༠ാ性ࠖ、

����㸣がࠕ主体性ࠖが᭱もྥ上したと回答しており、言語や文化の㐪いを㉸えてඹ同で研究άື

等を行えるேᮦするための効果的な実㊶だったことが♧された。ࣜ ーダーシップをᣲげた生ᚐは

����㸣だったが、英語をඹ㏻語とした大学生とのඹ同課題研究において、およそ㸱ேに㸯ேがࣜ

ーダーシップのྥ上をᣲげたことを考えると、決してపい್ではない（データは S��� ཧ↷）。 

մᅜ際ඹ同課題研究にồめられる知識㺃スキルの変容 

生ᚐアンࢣートでは、඲体の ����㸣がࠕ研究テーマに㛵する知識ࠖがྥ上したと回答してい

る。大学生とのඹ同課題研究で生࿨⛉学分野のテーマを研究ẁ㝵から英語で行ったことで、英語

の語ᙡや表⌧をྵࡴ専門的な知識が身についた。またࠕᅜ際ඹ同課題研究࡬の自ಙ 英語ディࠕࠖ

スカッション力 英語プレゼンテーション力ࠖも回答の上఩を༨めている。㸵᭶研修後、㸯᭶ࠕࠖ

研修後、㸱᭶研究発表後のアンࢣートを比㍑すると、これらのスキルは時⣔ิにᚑってᚎ々に回

答ᩘがቑえており、英語をඹ㏻語とした �� ࣨ᭶間の定ᖖ的なඹ同課題研究の成果が表れている。

（データは S��� および S��� ཧ↷）。 

յ英語㐠用能力（㸲技能）の変容 

㸲つの技能のうち、生ᚐアンࢣートでは、����㸣の生ᚐがࣜスࢽング、����㸣の生ᚐがスࣆー

キングが᭱もྥ上したと回答した。オンラインと⌧ᆅでの研修をే用した �� ࣨ᭶間の定ᖖ的な

ඹ同研究の୰で、専門用語をྵࡴ大学生の英語を聞きとったり、自分の意見をその場でఏえる実

㊶を⥆けた成果が実感として表れている。また自⏤グ㏙の回答には、ඹ同課題研究௨እの学習࡬

の取⤌にも好ᙳ㡪が出たというグ㏙が見られた（データは S������ ཧ↷）。 

 ն ◊✲㛤Ⓨࡢㄢ㢟  

ձ㏻ᖖの学ᰯ生άとᅜ際ඹ同課題研究の୧立 

௧࿴㸴年㸱᭶に実᪋したཧຍ生ᚐ࡬のアンࢣートでは、ࠕ学ᰯの他のάືとの୧立ࠖについて

の㡯目で ����㸣の生ᚐがࠕ時ᮇによって他のάືとの୧立が大変だったࠖと回答した。᭱も多

くの生ᚐ（����㸣）が要ᅉとしてᣲげたのがࠕ定ᮇヨ験ࠖとࢧࠕイ࢚ンスࣜテラシーでの研究ࠖ

であった。ᾏእの大学生とは日程が大きく␗なる定ᮇヨ験ᮇ間や、授業の୰で実᪋している課題

研究と୪行して行うことなどが考えられる。 

ղ他の㹑㹑㹆ᰯのཧຍを広げるためのプトラ大学との༠㆟ 

ึ年度にㄪ༳した覚᭩（0R8� 0HPRUDQGXP RI 8QGHUVWDQGLQJ）はプトラ大学とᮏᰯ生ᚐとのᅜ

際ඹ同課題研究を᝿定しており、他ᰯの生ᚐとの㐃ᦠに㛵するグ㍕はない。今後のᬑཬにあたっ

ては、ᅜ際ඹ同課題研究やプトラ大学チࣕレンࢪプログラム࡬の他の㹑㹑㹆ᰯのཧຍᯟᣑ大にྥ

けて、プトラ大学との༠㆟を⥅⥆していく必要がある。 

ճᅜ際ඹ同課題研究のためのᾏእᰯとの༠㆟ 

ᾏእᰯとの㐃ᦠに㛵する༠㆟は英語で行うため、英語⛉教ဨが୰ᚰとなる一方で、実際のඹ同

課題研究の内容等については理⛉・ᩘ学⛉教ဨの専門知識が必要となる。また、༠㆟内容や㈨ᩱ

を学ᰯ඲体や⟶理機㛵とඹ有するには、まず඲てを日ᮏ語に⩻ヂする必要があること等から、ᅜ

内での㐃ᦠに比べ、ேဨと時間が必要となる。 

この点に㛵しては、マレーシアの大学ධヨシステムに⢭㏻し、日ᮏ語と英語、マレー語でのࢥ

ミࣗࢣࢽーションが可能な⫋ဨを㹑㹑㹆ࢥーディࢿーターとして㞠用したことで、教ဨの負ᢸが

大ᖜに改善されている。 

մ研究分野のไ⣙ 

⌧ᅾはࣂイオテクࣀロࢪー・生物分Ꮚ⛉学部との㐃ᦠが୰ᚰだが、生ᚐがより主体的にᅜ際ඹ

同課題研究に取り⤌ࡴためには、様々な分野の研究においてᅜ際ඹ同課題研究ができる環境がᮃ

まれる。分野を広げていくことで、他ᰯからのཧຍもしやすくなり、より一ᒙの成果のᬑཬにつ

ながると考えられる。
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㸦࢖㸧⛉Ꮫᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ㔜Ⅼᯟᐇ᪋ሗ࿌᭩㸦ᮏᩥ㸧 

ձ ◊✲㛤Ⓨ࣐࣮ࢸࡢ 

㸦㸯㸧◊✲㛤Ⓨㄢ㢟ྡ 

ᾏእ大学との㧗大接⥆をど野にධれた、ᅜ際ඹ同課題研究の㛤発とᬑཬࠖࠕ

㸦㸰㸧◊✲㛤Ⓨ࠸ࡽࡡࡢ 

ᮏᰯでは、ᖹ成 ��年度より㝃ᒓ୰（ྛ学年㸰クラス ��名）を㛤ᰯし、⌧ᅾの㹑㹑㹆➨Ϫᮇで

は、➨ϩᮇまでの実㊶にຍえ、୰㧗を㏻じて課題研究を進めるための教⫱課程の㛤発を᪂たな目

ᶆにຍえ、㸴年間を㏻して᥈究ᚰとᅜ際性を備えたேᮦを⫱成するための研究㛤発を行っている。

᪂しい学習ᣦᑟ要㡿において、඲ての㧗ᰯに課題᥈究ᆺ授業が取りධれられる⫼ᬒには、予 

のつかない事ែやᮍ知の状況でも、ேと༠ാしながらᰂ㌾かつ᩾᪂な発᝿で解決⟇を見出せる能

力がồめられていることがᣲげられる。ᮏᰯのこれまでの取⤌をά用し、ᾏእの学生とのඹ同課

題研究を㏻じて、グローࣂルなスࢣールでこれらの能力を㧗め、ᑗ来、ᅜ際的にά㌍できる⛉学

技術ேᮦを⫱成する。

また、ᮏᰯは課題研究の成果により大学合᱁が認定されるࠕᶓ὾ᕷ立大学チࣕレンࢪプログラ

ムࠖを同大学との㐃ᦠの୰で作り上げてきた。この実㊶を生かし、ᅜ際ඹ同課題研究の成果をᾏ

እ大学進学につなげる㧗大接⥆の᪂たなࣔデルを作るとともに、そのᬑཬをᅗる。

ᮏᰯのこれまでの取⤌をά用し、௨ୗの目ᶆにྥけたᾏእの学生とのඹ同課題研究を㏻じて、

ᮏᰯの研究㛤発をさらに㧗度化・深化させ、ᑗ来、言語や文化の㐪いを㉸えてඹ同で研究άື等

を行えるேᮦの⫱成とそのᬑཬがᮏ研究㛤発のࡡらいである。 

㸦㸱㸧◊✲㛤Ⓨࡢ┠ᶆ 

┠ᶆձࣛࢺࣉࠕ኱Ꮫ㸦࢔ࢩ࣮࣐ࣞ㸧ࡢᏛ⏕ࡢ࡜ᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢᐇ᪋ࠖ 

・同大学教ဨとの㐃ᦠのもと、ᮏᰯ生ᚐと同大学学生や㐃ᦠする⌧ᆅ㧗ᰯ生とのඹ同課題研究

・オンライン等もά用しながら、英語をඹ㏻語として定ᖖ的な㐃ᦠ㛵ಀを構⠏

┠ᶆղࠕ◊✲ᡂᯝࣛࢺࣉࢆ኱Ꮫࡢ࡬㐍Ꮫࡍ࠿⏕࡟㧗኱᥋⥆ࡢ࣒ࣛࢢࣟࣉ㛤Ⓨࠖ 

・ᶓ὾ᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムの࢘ࣁ࢘ࣀを生かしたࠕプトラ大学チࣕレンࢪプログラ

ム（௬⛠）ࠖ の⟇定

・他の㹑㹑㹆ᰯのධ学も可能とする、同プログラムの対㇟生ᚐのᣑ大とᬑཬ

┠ᶆճࠕᾏእ◊ಟࡢᐇ᪋ࡢࡑ࡜㈝⏝ᑐຠᯝࢆ㧗ࡿࡵᕤኵࠖ 

・年に」ᩘ回の⌧ᆅゼ問による、研究成果の質的ྥ上とグローࣂルパートࢼーシップの構⠏

・⌧ᆅからのࣜアルタイムでのオンラインሗ࿌等による、成果と体験のඹ有

┠ᶆմࠕᮏᰯࡀ㐃ᦠࡿࡍᾏእࡢ㧗ᰯࡢ࡜ᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢᐇ᪋ࠖ 

・マレーシア㹉㹗㹑（.ROHM <D\DVDQ 6DDG）との定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究 

・カࢼダのጜጒᰯ（'DYLG 7KRPSVRQ 6HFRQGDU\ 6FKRRO）との定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究

┠ᶆյࠕᏛᰯࡢ㈇ᢸࢆ㍍ῶࡓࡋᣢ⥆ྍ⬟࡞ᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢᐇ᪋ࠖ 

・⌧ᆅ、および大学のシステムに⢭㏻し、日ᮏ語と英語、マレーシア語に⢭㏻した⫋ဨの㞠用

┠ᶆնࠕ㝃ᒓ୰Ꮫ⏕ࡿࡼ࡟࡜ࡇࡿࡵྵࢆᾏእ኱Ꮫ㐍Ꮫࡢ᪩ᮇព㆑௜ࠖࡅ 

・㝃ᒓ୰学生࡬のᾏእ大学進学࡬の᪩ᮇの意識௜け

・㧗ᰯ進学後のࣜーダーシップおよびࢥミࣗࢣࢽーション力のྥ上
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ղ ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋㸦ᣦᐃ㸱ᖺ㛫ࢆ㏻ࡢ⤌ྲྀࡓࡌᴫせ㸧 

࠙ᣦᐃ㸱ᖺ㛫ࡢ⤌ྲྀࡿࡅ࠾࡟ᴫせࠚ 

௧࿴㸲年度（ᣦ定㸯年目） 

օマレーシアプトラ大学とのᣢ⥆可能な㐃ᦠにྥけた༠㆟ 

ֆ௧࿴㸲年度（ᣦ定㸯年目）のᅜ際ඹ同課題研究 

և英語による成果発表఍567ࠖ,(�(6>ࠕの㛤ദ 

ֈプトラ大学とのඹ同課題研究に㛵する覚᭩（0R8� 0HPRUDQGXP 

RI 8QGHUVWDQGLQJ）のㄪ༳ 

௧࿴㸳年度（ᣦ定㸰年目） 

օ�� ࣨ᭶間の定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究のᮏ᱁実᪋ 

ֆ生ᚐのເ㞟と㑅考方法の工夫 

ևプトラ大学との㧗大接⥆にྥけた༠㆟ 

௧࿴㸴年度（ᣦ定㸱年目） 

օᅜ際ඹ同課題研究のཧຍᯟの他ᰯ࡬のᣑ大とᬑཬ 

ֆඹ同課題研究に対応可能なプトラ大学の学部のᣑ大 

ևᅜ際ඹ同課題研究の成果を同大学࡬のධ学にά用するࠕプトラ

大学チࣕレンࢪプログラムࠖのㄪ༳ 

㸦㸯㸧௧࿴㸲ᖺᗘ㸦ᣦᐃ㸯ᖺ┠㸧ྲྀࡢ⤌ 

㸦�㸧ඹྠㄢ㢟◊✲ᐇ᪋ࣛࢺࣉࡓࡅྥ࡟኱Ꮫࡢ࡜༠㆟ 

௧࿴㸲年㸱᭶ୗ᪪の⛉学技術ேᮦ⫱成㔜点ᯟのᣦ定㏻知をཷけて、ᅜ際ඹ同課題研究を実᪋す

るにあたり、これまで実᪋してきたマレーシア研修でཷけධれの୰ᚰとなってきた、同大学生物

工学㺃生体分Ꮚ⛉学部（)DFXOW\ RI %LRWHFKQRORJ\ DQG %LRPROHFXODU 6FLHQFHV）の教ဨとの༠

㆟をጞめた。

マレーシア研修で同大学をゼ問して研究発表等を行うだけのᚑ来ᆺの㐃ᦠではなく、㧗大接⥆

をど野にධれた定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究の実᪋を目ᣦすᮏᰯにとっては、ᢸ当教ဨ同ኈのಶே

レ࣋ルのつながりを、大学と㧗ᰯという⤌⧊レ࣋ルの㐃ᦠに広げる必要があった。プトラ大学ࣂ

イオテクࣀロࢪー㺃生体分Ꮚ⛉学部と、㧗大接⥆をど野にධれたᅜ際ඹ同課題研究による㐃ᦠを

ṇᘧにスタートさせることを目ᶆに、௧࿴㸲年㸳᭶からᢸ当教ဨと定ᮇ的に࣓ールによる༠㆟を

進めた。

⣙㸱カ᭶間のᢸ当⪅間の༠㆟の୰で、

㸶᭶にはᢸ当教ဨの他に┦஫の⟶理⫋ク

ラスもྵめたオンライン༠㆟を実᪋し

た。プトラ大学ഃからは主ᢸ当教ဨの他、

ー㺃生体分Ꮚ⛉学部๪ࢪロࣀイオテクࣂ

学部㛗、ࣂイオプロセステクࣀロࢪー学

⛉㛗のィ㸱名、ᮏᰯからは๪ᰯ㛗および

௵ル事ົᒁのṇ๪主ࣂンスグロー࢚イࢧ

が出ᖍした。ᢸ当⪅間の༠㆟内容にᇶ࡙

き、日ᮏの㹑㹑㹆というไ度について、ᮏᰯがプトラ大学を㑅んだ理⏤や、㐃ᦠが同大学にもた

らす効果等についてᮏᰯから説明を行った。

�� ᭶には、教ဨ㸰名がࠕマレーシア研修事前ᡴち合わせࠖのためにプトラ大学をゼ問し、ᮏᰯ

の㔜点ᯟにおけるᅜ際ඹ同課題研究の目的、㸯᭶に実᪋するマレーシア研修の内容等について、

あらためて対面で説明した。ᅜ際ඹ同課題研究の成果をά用した㧗大接⥆に㛵する༠㆟には、ᢸ

࠙௧࿴㸲ᖺ㸶᭶ࣥ࢖ࣛࣥ࢜ࡢ༠㆟ࡢෆᐜࠚ

�� $ERXW <6)+6（ᮏᰯについて） 

�� 2YHUYLHZ RI 66+ LQ -DSDQ（66+ のᴫ␎） 

�� 66+ 3ULRULW\ 'HVLJQDWLRQ（66+ 㔜点ᯟ） 

�� :K\ 830（なࡐプトラ大学なのか） 

�� %HQHILWV IRU 830（プトラ大学ഃの利┈） 

�� 3ODQ IRU WKLV \HDU（今年度のィ⏬） 
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当教ဨ௨እに、生物工学㺃生体分Ꮚ⛉学部学部㛗、๪学部㛗、ア࢘トࣜーチᢸ当、ධヨᢸ当等 ��

名に出ᖍしていただいた。㧗ᰯ生と大学生によるඹ同課題研究や㧗大接⥆プログラムの実᪋にྥ

けた 0R8（覚᭩）の作成に㛵する合意等、具体的な前進が見られた。 

㸦�㸧ึᖺᗘࡢᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ 

௧࿴㸲年㸱᭶ᮎにᮏᣦ定の㐃⤡をཷけ、㸲᭶௨㝆、ᅜ際ඹ同課題研究の実᪋にྥけて具体的な

༠㆟を進めたが、生ᚐ間で実際にඹ同課題研究を進める前の手⥆き（主にプトラ大学と、㧗大接

⥆プログラムまでを見㏻したඹ同課題研究に㛵するᇶᮏ合意に⮳るまでの手⥆き）には┦応の時

間を要したため、ඹ同課題研究にཧຍする生ᚐのබເは、㸯学ᮇの᭱後（㸵᭶）となり、実際の

ඹ同研究のスタートは ��᭶の教ဨ間での事前ᡴち合わせ後からとなった。

㸴᭶に、㸯チーム㸰㹼㸱名の生ᚐで構成するᅜ際ඹ同課題研究チーム㑅出の࿌知を行ったとこ

ろ、��名の定ဨに対して �� 名（��� ಸ）の応ເがあった。その後、研究テーマやᚿᮃ理⏤、英語

能力ヨ験等を⤒て、㸶グループ ��名の生ᚐを㑅出した。その際㑅出された生ᚐがᕼᮃする研究テ

ーマを一ぴにし、プトラ大学との㐃ᦠのための具体的な༠㆟㈨ᩱとしたことは、こちらがồめる

研究レ࣋ルのイ࣓ーࢪを明確にఏえる上で有用であり、同大学からもホ౯され、ṇᘧに㐃ᦠのた

めの༠㆟を㛤ጞするきっかけとなった。 

௧࿴ �年度のᅜ際ඹ同課題研究は、マレーシア研修事前ᡴち合わせを⤒て、��᭶からオンライ

ンミーティングを㛤ጞした。その後㸯᭶にマレーシア研修を実᪋し、ึめて஫いに対面でディス

カッションを行った。その後もオンラインミーティングを⥅⥆し、㸱᭶のᮏᰯが㛤ദしている課

題研究発表఍ <6)�),567（<RNRKDPD 6FLHQFH )URQWLHU )RUXP RI ,QWHUQDWLRQDO 5HVHDUFK LQ 

6FLHQFH DQG 7HFKQRORJ\）で成果発表を行った。

࠙௧࿴㸲ᖺᗘᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ྛࠚ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢࣉ࣮ࣝࢢ 

グループＡ 日ᮏとマレーシアにおけるἾの㟁ụの発㟁効率

グループＢ アントシアࢽンを使って㣗ရの⭉ᩋをㄪべる

グループ㹁 使用῭み㣗ᩱ油から効率的にࣂイオディーゼルを作る

グループＤ 日ᮏとマレーシアのࣄラタࢣ菌⣒のఙび方の㐪い

グループ㹃 イオディーゼル⇞ᩱ作りにおける日ᮏとマレーシアのᥭげ物油の比㍑ࣂ

グループ㹄 パームオイルᗫᲠ物から作られる &HOOXORVH 1DQR )LEULO を使った生分解性

ィルムの生成ࣇ

グループ㹅 ゼࣜーやグミに使用されている╔Ⰽᩱの成分の比㍑

࠙௧࿴㸲ᖺᗘࡢᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢὶࠚࢀ

㸲᭶ 㸳᭶ 㸴᭶ 㸵᭶ 㸶᭶ 㸷᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ 㸯᭶ 㸰᭶ 㸱᭶ 

大学との༠㆟ ە ە ە ە ە ە ە

生ᚐの研究άື 
ͤ༠㆟と୪行して㸴᭶か
ら生ᚐ࡬の࿌知を㛤ጞ ە ە ە ە ە ە
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㸦�㸧ⱥㄒࡿࡼ࡟ᡂᯝⓎ⾲఍ࡢ567ࠖ,(�(6>ࠕ㛤ദ 

 <6)�),567（<RNRKDPD 6FLHQFH )URQWLHU )RUXP IRU ,QWHUQDWLRQDO 5HVHDUFK LQ 6FLHQFH DQG 

7HFKQRORJ\）はᮏᰯが研究成果発表の場としてẖ年実᪋しているᅜ際⛉学࢛ࣇーラムである。ᚑ

来は日ᮏ語と英語の୧方の発表を行っていたが、௧࿴㸲年度からは、ᅜ際ඹ同課題研究の成果ᬑ

ཬの場とするため、使用言語を඲て英語とし、他ᰯにもཧຍを広く࿧びかけた。また、ᬑẁから

㐃ᦠを行っているᶓ὾ᕷᅜ際学生఍㤋の␃学生や、ࢧンࣔールインターࢼショࢼルスクール（ᶓ

὾ᕷ୰༊）の生ᚐ等、英語話⪅のཧຍ⪅⣙ ��名をᣍᚅし、理ᩘ分野の研究成果を発表するᅜ際ࣇ

。ーラムの場となるよう工夫した࢛

㸦�㸧ࣛࢺࣉ኱Ꮫࡢ࡜ඹྠㄢ㢟◊✲࡟㛵ࡿࡍぬ᭩㸦0R8� 0HPRUDQGXP RI 
8QGHUVWDQGLQJ㸧ࡢㄪ༳ 

プトラ大学との㧗大接⥆もど野にධれた定ᖖ的なᅜ際ඹ同課

題研究をᣢ⥆可能なプログラムにしていくには、ᢸ当⪅間のつな

がりを、㧗ᰯと大学（学部）との⤌⧊的なものにしていくととも

に、㐃ᦠ内容や合意事㡯を明文化しておく必要がある。そのため、

௧࿴㸲年度の༠㆟の୰で、プトラ大学ഃから同大学の᭩ᘧを用い

たࠕ覚᭩ （ࠖ0R8� 0HPRUDQGXP RI 8QGHUVWDQGLQJ）の⟇定について

ᥦ᱌がなされた。その後、୧ᰯᢸ当⪅間で、㐃ᦠ内容および覚᭩

の文面について༠㆟を㔜ࡡ、プトラ大学ࣜー࢞ルオࣇィス（法ົ課）による認ドを⤒て、���� 年

㸱᭶ �� 日に、௨ୗの㐃ᦠを進めるための覚᭩のㄪ༳がᮏᰯᰯ㛗ᐊにて行われた。（覚᭩の一部を

（㛵ಀ㈨ᩱ㸯ࠖに♧す（࢘）ࠕ

ͤ830 は 8QLYHUVLWL 3XWUD 0DOD\VLD を、<6)+6 は <RNRKDPD 6FLHQFH )URQWLHU +LJK 

6FKRRO を表す（注㸸マレーシアでは XQLYHUVLWL がṇしい表グ）。 

ࡢ࡜኱Ꮫࣛࢺࣉ࠙ 0R8㸦ぬ᭩㸧࡛ྜពࡓࡋ㐃ᦠෆᐜࠚ 

�D��'HYHORSPHQW�RI�UHJXODU�MRLQW�UHVHDUFK�DQG�DFDGHPLF�DFWLYLWLHV�ZLWK�830�VWXGHQWV�
DQG�VWDII�
プトラ大学の学生およびスタッࣇとの定ᖖ的なඹ同課題研究および学術άືの㛤発 

�E��.QRZOHGJH�7UDQVIHU�3URJUDP�
㹉㹒Ｐ（࣡ークショップ等、プトラ大学の教⫱プログラム）のᥦ౪ 

�F��'HYHORSPHQW�RI�830�&KDOOHQJH�SURJUDP�IRU�<6)+6�VWXGHQWV�
ᮏᰯ生ᚐのためのプトラ大学チࣕレンࢪプログラム（㧗大接⥆プログラム）の㛤発 

�G��$Q\�RWKHU�DUHD�RI�FR�RSHUDWLRQ�WR�EH�PXWXDOO\�DJUHHG�XSRQ�E\�WKH�SDUWLHV�
୧当事⪅が┦஫に合意するその他の༠力 
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㸦㸰㸧௧࿴㸳ᖺᗘ㸦ᣦᐃ㸰ᖺ┠㸧ྲྀࡢ⤌ 

㸦�㸧�� ࣨ᭶㛫ࡢᐃᖖⓗ࡞ᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢᮏ᱁ᐇ᪋ 

㔜点ᯟᣦ定ึ年度の௧࿴㸲年度は、ඹ同課題研究を進める前の手⥆き（主に㧗大接⥆プログラ

ムまでを見㏻したඹ同課題研究に㛵するᇶᮏ合意に⮳るまでの手⥆き）に、ᩘ カ᭶を要したため、

ඹ同課題研究にཧຍする生ᚐのබເとチーム作りは、㸯学ᮇᮎとなり、実際のඹ同研究のスター

トは㸰学ᮇ௨㝆となった。 

㸰年目となる௧࿴㸳年度は、前年度にㄪ༳したࠕ覚᭩ （ࠖ0R8� 0HPRUDQGXP RI 8QGHUVWDQGLQJ）

にᇶ࡙き、オンライン（㸰㐌間に㸯回程度）と⌧ᆅでの研修（㸵᭶と㸯᭶の㸰回）をే用した⣙

�� カ᭶間にΏるᅜ際ඹ同課題研究を実᪋した。具体的には௨ୗの年間スࣗࢪࢣールにᚑってプト

ラ大学と定ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究を進め、ᮏ研究㛤発におけるᇶᮏプログラムを完成させるこ

とができた。

࠙௧࿴㸲࣭㸳ᖺᗘࡢᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢὶࠚࢀ

㸲᭶ 㸳᭶ 㸴᭶ 㸵᭶ 㸶᭶ 㸷᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ 㸯᭶ 㸰᭶ 㸱᭶ 

௧࿴㸲年度 
（ᣦ定ึ年度） ເ㞟 㑅考 ە ە ە ە ە ە

௧࿴㸳年度 
（ᣦ定㸰年目） ເ㞟 㑅考 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

࠙௧࿴㸳ᖺᗘ ࣛࢺࣉ኱Ꮫࡢ࡜ᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࠚ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ

㸲᭶ ・ᅜ際ඹ同課題研究チームເ㞟㛤ጞ

㸳᭶ ・ᰯ内㑅考 

・ᕼᮃ研究テーマにᇶ࡙き୧ᰯの生ᚐをマッチング 

㸴᭶ ・マッチングが完஢したチームからオンラインミーティングを㛤ጞ 

㸵᭶ ࠙㸵᭶マレーシア研修ࠚ 

・対面でのඹ同課題研究グループディスカッションと成果発表 

・プトラ大学教ဨによる講義と実習等 

㸶᭶ 

㹼�� ᭶ 

・㸰㐌間に㸯回程度のオンラインミーティングと࣓ールによるඹ同課題研究 

・ḟ回のミーティングにྥけた、ྛᰯでの研究や実験 

㸯᭶ ࠙㸯᭶マレーシア研修ࠚ 

・対面でのඹ同課題研究グループディスカッションやඹ同実験、成果発表 

・プトラ大学教ဨによる講義、パームオイルᦢ油工場見学等 

㸰᭶ ・オンラインでの研究のまとめと発表準備 

㸱᭶ ・ᮏᰯ主ദの研究発表఍567ࠖ,(�(6>ࠕでの成果発表（英語） 

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ
�૚ૅदのଢ଼஢

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ
�૚ૅदのଢ଼஢

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ
�૚ૅदのଢ଼஢

াڱҩڰ
ଢ଼஢チشム
൳ૐҩ৭અ

াڳ
ঐレش३॔
ଢ଼ఊ

াڭ
ঐレش३॔
ଢ଼ఊ

াگ

ਛટ৅਀
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㸦�㸧⏕ᚐࡢເ㞟࡜㑅⪃᪉ἲࡢᕤኵ 

チームで取り⤌ࡴඹ同課題研究である点と、実際のάືのしやすさの点を考៖し、ಶேではな

くあらかじめ㸰㹼㸱名のグループを作って応ເするᙧをとった。また、ᰯ内㑅考には、ᕼᮃする

研究テーマをྵめたᚿᮃ理⏤᭩の他、オンラインで定ᖖ的にࢥミࣗࢣࢽーションをとる必要があ

ることから、඲ဨに英語ヨ験（ࣜスࢽング）を課した。ເ㞟㛤ጞ時ᮇは、㧗ᰯからᮏᰯにධ学し

てくる生ᚐがグループを作る上で不利にならないように、ධ学㸰㐌間後の㸲᭶ୗ᪪とした（ᮏᰯ

の㧗ᰯ㸯年ḟは⣙㸱分の㸯が内部進学⪅、⣙㸱分の㸰が他୰学からのධ学⪅で構成される）。

㑅考では、英語のスࢥアは、ྛ グループ内で᭱も㧗い点ᩘをとった生ᚐのスࢥアのみを᥇用し、

それ௨እの生ᚐのスࢥアは㑅考にྵめないこととした。これは、英語のスキルを㑅考要௳にྵࡴ

ᚑ来のᾏእ研修プログラムでは、研修内容࡬の㛵ᚰやスキルが㧗くても、英語がⱞ手なことによ

って㑅考からእれるࢣースがᑡなくなかったからである。この㑅考ᇶ準により、ࣂイオテクࣀロ

ー分野の᥈究άືに㧗い㛵ᚰをᣢっていれば、英語がⱞ手でも、英語がᚓ意な生ᚐにኌをかけࢪ

てチームを⤌ࡴことでᅜ際ඹ同課題研究にཧຍすることが可能となった。஫いの専門分野や≉技

を生かし合う実際のඹ同課題研究に㏆いᙧになるよう工夫した。 

௧࿴㸳年度は �� 名の定ဨに対して �� 名（��� ಸ）の応ເがあった。前年度より応ເ⪅はῶᑡ

したが、㑅考を㏻過した生ᚐのᚿᮃ理⏤᭩や英語㐠用能力のレ࣋ルは上がっており、᫖年度の実

際の研究άືと発表を見ることで、応ເのẁ㝵で生ᚐが⢭㑅されていたと考えられる。⤖果とし

て、㸵グループ �� 名の生ᚐを㑅出し、௨ୗのテーマで �� ࣨ᭶間のᅜ際ඹ同課題研究を行った。

࠙௧࿴㸳ᖺᗘᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ྛࠚ࣐࣮ࢸ✲◊ࡢࣉ࣮ࣝࢢ 

グループＡ

&RQVLGHULQJ�*URZWK�(QYLURQPHQW�RI�3RZHU�*HQHUDWLQJ�%DFWHULD�WR�,PSURYH�
LWV�(IILFLHQF\�
ᚤ生物発㟁の発㟁効率を㧗めるための生⫱環境についての考ᐹ 

グループＢ
2SWLPDO�*O\FHULQ�6RDS�3URGXFWLRQ�8WLOL]LQJ�:DVWH�*O\FHULQ�
 ープの生成ࠖࢯᗫグࣜセࣜンをά用した᭱㐺なグࣜセࣜンࠕ

グループ㹁
0DNLQJ�%LRGLHVHO�IURP�8VHG�&DQROD�2LO�
 イオディーゼル⇞ᩱを作るࠖࣂラダ油からࢧ使用῭みのࠕ

グループＤ ,PSURYH�&HOOXORVH�1DQRILEHU�)LOP�E\�$GGLQJ�$JDU�
 ィルムの機械的≉性のྥ上ࠖࣇーࣂイ࢓ࣇࣀࢼᐮኳのῧຍによるセルロースࠕ

グループ㹃 ,QYHVWLJDWLRQ�DQG�2SWLPL]DWLRQ�RI�)UHVKZDWHU�0LFURDOJDH�*URZWK�LQ�3ODQW�
&HOO�&XOWXUH�0HGLD�
 物ᇵ㣴ᇵᆅにおけるῐỈᚤ⣽⸴類ቑṪのㄪᰝと᭱㐺化᳜ࠖࠕ

グループ㹄 0HFKDQLFDO�3URSHUWLHV�DQG�%LRGHJUDGDWLRQ�RI�3RO\ODFWLF�$FLG�DQG
1DQRFHOOXORVH�%LRQDQRFRPSRVLWHV�
 セルロースの」合ᮦᩱの機械的≉性と生分解ࠖࣀࢼポࣜங㓟とࠕ

グループ㹅 %DFWHULDO�&HOOXORVH�0DGH�ZLWK�.RPEXFKDص�'LIIHUHQW�WHDV�KDYH�GLIIHUHQW�
SURGXFWLRQ�FDSDFLWLHVص�
 クテࣜアセルロース ࠥおⲔの㐪いによる生産能力の㐪いࠥࠖࣂンブチࣕで作るࢥࠕ

㸦�㸧ࣛࢺࣉ኱Ꮫࡢ࡜㧗኱᥋⥆ࡓࡅྥ࡟༠㆟ 

今回の㔜点ᯟでは、プトラ大学とのᅜ際ඹ同課題研究と、その成果を同大学࡬の進学࡬つなげ

る㧗大接⥆プログラムをセットとしてとらえ、研究㛤発を進めてきた。ᮏᰯは課題研究の成果に

より大学合᱁が認定されるࠕᶓ὾ᕷ立大学チࣕレンࢪプログラムࠖを同大学との㐃ᦠの୰で作り

上げてきた。具体的な合᱁ᯟを有する㧗大接⥆プログラムは඲ᅜでもᩘがᑡなく、この࢘ࣁ࢘ࣀ
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をά用して、ᅜ際ඹ同課題研究の成果をᾏእ大学進学につなげる᪂しい㧗大接⥆の᪂しいࣔデル

。プログラムࠖの⟇定を目ᣦしたࢪプトラ大学チࣕレンࠕ

⟇定にྥけた༠㆟についても、これまでのཷけධれの୰ᚰとなっている生物工学㺃生体分Ꮚ⛉

学部（)DFXOW\ RI %LRWHFKQRORJ\ DQG %LRPROHFXODU 6FLHQFHV）教ဨとの定ᮇ的な༠㆟からスタ

ートした。ᣢ⥆可能な㧗大接⥆を実⌧させるには、஫いにとっての࣓ࣜットになる取⤌であるこ

とを♧す必要がある。༠㆟の୰で、これまで日ᮏからのṇつの学部生がほとんどいない同大学に

とって、日ᮏの学部生を㏄えධれ、多様性を㧗めることは、*OREDO 5DQNLQJ を㧗めることにもつ

ながり、その意味で大学ഃにとっても࣓ࣜットがあることがわかり、さらに༠㆟を進めた。 

その後、課題研究の成果を生かしてプトラ大学にධ学するプログラムとして830ࠕ &KDOOHQJH 

3URJUDP とࠖいう名⛠を用いることとで合意し、ධ学要௳についての具体的な᳨ウにධった。日ᮏ

の㧗ᰯ生が、プトラ大学との㐃ᦠの୰ᚰとなっている、生物工学㺃生体分Ꮚ⛉学部（)DFXOW\ RI 

%LRWHFKQRORJ\ DQG %LRPROHFXODU 6FLHQFHV）࡬学部生（8QGHUJUDGXDWH）としてのධ学をᕼᮃす

る際には、学⛉によって多ᑡの㐪いはあるが、ୗの㸲つの要௳をクࣜアする必要がある。௧࿴㸳

年度の༠㆟においては、ղとճの要௳に㛵する具体的なスࢥアに㛵しての⤖論は出なかったが、

ձの英語እ部ᣦᶆのスࢥアについては、76/),ࠕ %DQG ��� または 72()/�,%7 6FRUH �� ௨上ࠖで᭱

⤊ㄪᩚにධることができ、༠㆟を⥅⥆することで一⮴した。また、ᮏプログラムにおけるᅜ際ඹ

同課題研究の発表と質疑応答を、մの面接᳨ᰝとして行う方ྥで合意に⮳った。

࠙௧࿴㸳ᖺᗘࡢẁ㝵࡛ࣛࢺࣉࡢ኱Ꮫ࡟࣒ࣛࢢࣟࣉࢪࣥࣞࣕࢳ㛵ྜࡿࡍព஦㡯ࠚ 

名⛠を830ࠕ �8QLYHUVLWL 3XWUD 0DOD\VLD� &KDOOHQJH 3URJUDPPHࠖとする。 

㸺応ເ要௳㸼 

ձ 英語እ部ᣦᶆのスࢥア76/),ࠕ %DQG ��� または 72()/�,%7 6FRUH �� ௨上ࠖ 

ղ 㧗等学ᰯ㸱年間の඲教⛉のホ定ᖹᆒ（&*3$� &XPXODWLYH *UDGH $YHUDJH 3RLQW） 

ճ 㧗等学ᰯでの理⛉（生物、化学、物理等）のᒚ修᮲௳ 

մ 面接᳨ᰝ（,QWHUYLHZ）ࠕඹ同課題研究の発表と質疑を行うࠖ 

㸦㸱㸧௧࿴㸴ᖺᗘ㸦ᣦᐃ㸱ᖺ┠㸧ྲྀࡢ⤌ 
㹑㹑㹆ᣦ定᭱⤊年度となる今年度は、過ཤ㸰年間の取⤌をᇶ┙に前年度と同様 �� カ᭶間の定

ᖖ的なᅜ際ඹ同課題研究を実᪋するとともに、ཧຍᯟを他ᰯ࡬ᣑ大することで成果のᬑཬをᅗっ

た。また過ཤ㸰年間でᮏプログラムに対するプトラ大学ഃの理解とホ౯も㧗まり、ᅜ際ඹ同課題

研究に対応可能なプトラ大学の学部が㸯学部から㸱学部࡬とቑຍした。

ᅜ際ඹ同課題研究の成果を同大学࡬のධ学にά用するࠕプトラ大学チࣕレンࢪプログラムࠖに

㛵しては、௧࿴㸵年㸱᭶にᮏᰯを༞業する生ᚐの、同年 ��᭶からのධ学を可能とする合意᭩にㄪ

༳することができた。（㸴年度の取⤌については、S��� からのࠕճ研究㛤発の内容ࠖをཧ↷）

࠙௧࿴㸲㹼㸴ᖺᗘࡢᅜ㝿ඹྠㄢ㢟◊✲ࡢὶࠚࢀ

㸲᭶ 㸳᭶ 㸴᭶ 㸵᭶ 㸶᭶ 㸷᭶ �� ᭶ �� ᭶ �� ᭶ 㸯᭶ 㸰᭶ 㸱᭶ 

௧࿴㸲年度 
（ᣦ定ึ年度） ເ㞟 㑅考 ە ە ە ە ە ە

௧࿴㸳年度 
（ᣦ定㸰年目） 

ເ㞟 㑅考 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە

௧࿴㸴年度 
（ᣦ定᭱⤊年） 

ເ㞟 㑅考 ە ە ە ە ە ە ە ە ە ە
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ճ 研究開発のෆᐜ

（㸯）プトラ大学（࢔ࢩ࣮࣐ࣞ）の学生との国際共同課題研究の実施

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

本校が毎年マレーシア研修でゼၥしているプトラ大学と連携することで、定ᖖ的な国際共同課

題研究に取り組むことができる。これまで⠏いてきたᙉᅛなࣃートナーシップを基┙に、オンラ

イン等での継続的な協議を通して、本校生徒と同大学学生との、英語を共通語とした定ᖖ的な共

同課題研究を実施することができる。

（㸯-㸯）㔜Ⅼᯟᣦᐃ㸱ᖺ┠（᭱⤊ᖺ）㸸ᡂᯝのᬑ及

(1) 国際共同課題研究の参加ᯟの他校࡬のᣑ大とᬑ及

ＳＳＨ指定最⤊年度となる今年度は、㐣ཤ㸰年間の取組を基┙に、๓年度と同様 10 月間の࢝

定ᖖ的な国際共同課題研究を実施するとともに、参加枠を他校へ拡大することで成果の普及を図

った。初年度に調印した覚書（MoU: Memorandum of Understanding）はプトラ大学と本校生徒と

の国際共同課題研究を想定しており、他校の生徒との連携に関する記載はないが、ＳＳＨ指定校

としての本校のᙺ๭についての理ゎをᚓたୖで、㸵チーム中㸰チームを他のＳＳＨ校の生徒から

選ࡪことで、プトラ大学からのྜពをᚓた。

協ຊ校の選定については、他のＳＳＨ校を参加さࡏることでプトラ大学とのᚑ᮶の連携関ಀに

୓が一にもᙳ㡪がฟることを㑊けるため、බເではなく、これまでの連携実⦼や学校視察の内容

等から校内でೃ⿵を⤠り、参加について事๓にᙜヱ校へのᡴデを行ったୖで௨ୗの㸰校に౫㢗す

ることとした。ྛ校からは㸯チーム３名ずつが参加し、本校の生徒と同様のプログラムに参加し

てもらうことで成果の普及を図った。

࠙௧࿴㸴ᖺᗘ国際共同課題研究協ຊ校ࠚ

学校法人ụ⏣学ᅬụ⏣中学・㧗等学校（㮵ඣᓥ┴）

Ⲉᇛ┴立並ᮌ中等教育学校（Ⲉᇛ┴）

(2) 㐃ᦠࡍるプトラ大学の学㒊ࡀ㸯学㒊から㸱学㒊࡟ᣑ大

本校がこれまで実施してきたマレーシア研修で、受入の中心となってきたプトラ大学バイオテ

クノロジー㺃生体分子科学部（Faculty of Biotechnology and Biomolecular Sciences）が、ᘬ

き続き国際共同課題研究における連携の中心となっている。これ௨外に今年度は㸰学部が本校と

の国際共同課題研究をᕼ望し、ィ３学部に関連する幅広いテーマでの研究が可能となった。㐣ཤ

㸰年間で本プログラムにᑐするプトラ大学ഃの理ゎとホ౯が㧗まっていることが♧された。

࠙௧࿴㸴ᖺᗘ 国際共同課題研究を実施ྍ⬟࡞プトラ大学の学㒊ࠚ

Faculty of Biotechnology and Biomolecular Sciences（令和４年度から継続）

バイオテクノロジー㺃生体分子科学部

Faculty of Food Science and Technology（令和６年度᪂つ）

フーࢻサイエンス㸤テクノロジー学部

Faculty of Engineering（令和６年度᪂つ）

ᕤ学部
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(3)㐣ཤ㸰ᖺ㛫の協議と実⦼࡟ᇶ࡙ࡃ今ᖺᗘ（㸱ᖺ┠）のᖺ㛫࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ

指定㸯年目に調印した覚書（MoU: Memorandum of Understanding）に基࡙き、᫖年度はᙜ初の

ィ⏬通り、オンライン（㸰㐌間に㸯回程度）と現地での研修（㸵月と㸯月の㸰回）を併用した約

月間にΏる国際共同課題研究を実施した。今年度は᫖年度と同様のスケジュールに基࡙くྛ࢝10

プログラムに、他校の研究グループを参加さࡏることで成果の普及を図った。

(4)共同課題研究࡟参加ࡍる生ᚐのເ㞟と㑅⪃（校ෆ）

チームで取り組む共同課題研究である点と、実際の活動のしやすさの点を考៖し、᫖年度と同

様、㧗校生㸰名または３名に、プトラ大学の学生㸯名を加えた３名または４名のチームで共同課

題研究に取り組まࡏた。校内選考も๓年度同様、ᕼ望する研究テーマをྵむᚿ望理⏤書のస成の

他、オンラインで定ᖖ的にコミュニケーションをとる必要があることから、英語試験（リスニン

グ）を課した。

英語のスコアは、ྛグループ内で最も㧗い点数をとった生徒のスコアのࡳを᥇用し、ࡑれ௨外

の生徒のスコアは考៖しない方ᘧを継続した。これは、英語のス࢟ルを選考要௳にྵむᚑ᮶の海

外研修プログラムでは、研修内容への関心やス࢟ルが㧗くても、英語がⱞᡭなことによって選考

から外れるケースがᑡなくなかったからである。この選考基‽により、バイオテクノロジー分野

の᥈究活動に㧗い関心を持っていれࡤ、英語がⱞᡭでも、英語がᚓពな生徒にኌをかけてチーム

を組むことで応ເすることが可能となった。年㱋や国⡠を㉺えて஫いの専門分野や≉ᢏを生かし

ྜう実際の国際共同課題研究に㏆いᙧになるようᕤኵした。

ເ㞟㛤ጞ時期は４月ୗ᪪とし、㧗校から本校に入学してくる生徒がグループをసるୖで୙฼に

ならないように㓄៖した（本校の㧗校㸯年ḟは約３分の㸯が内部㐍学者、約３分の㸰が他中学か

らの入学者でᵓ成される）。令和６年度は㸳グループ 15名の定員にᑐして 17グループ 45名（3.0

ಸ）の応ເがあり、㸳グループ 13名の生徒を選ฟした。実施３年目となり、生徒のプログラムに

ᑐする理ゎが広がったこと、๓年度に㸰回のマレーシア研修をྵむ 10 ࣨ月の定ᖖ的な国際共同

࠙௧࿴㸴ᖺᗘ プトラ大学との国際共同課題研究ࠚ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ

４月 ࠙本校ࠚ研究チームເ㞟㛤ጞ

࠙協ຊ校ࠚ国際共同課題研究参加のᡴデ、説明、参加☜ㄆ

㸳月 ࠙本校ࠚ校内選考

࠙協ຊ校ྛࠚ校での選考後、オンラインによる参加生徒と本校教員の㠃ㄯ

・ᕼ望研究テーマに基࡙きプトラ大学生とのマッチング

６月 ・マッチングが᏶஢したチームからオンラインミーティングを㛤ጞ

㸵月 マレーシア研修（現地でᑐ㠃でのࢹィス࢝ッションと研究ィ⏬の発表）

㸶月

㹼12 月

・㸰㐌間に㸯回程度のオンラインミーティングと࣓ールによる共同課題研究

・ḟ回のミーティングに向けた、ྛ校での研究や実験

㸯月 マレーシア研修（現地でᑐ㠃でのࢹィス࢝ッション・共同実験・成果発表）

㸰月 ・オンラインでの研究のまとめと発表‽ഛ

３月 ・本校主ദの研究発表会「YSF-FIRST」での成果発表（英語）

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ

+૚ૅदのଢ଼஢

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ

+૚ૅदのଢ଼஢

ड़থছॖথ
঑شテॕথॢ

+૚ૅदのଢ଼஢

াڱҩڰ
ଢ଼஢チشム
൳ૐҩ৭અ
ك౎ૅ૞ਸق

াڳ
ঐレش३॔
ଢ଼ఊ

াڭ
ঐレش३॔
ଢ଼ఊ

াگ

ਛટ৅਀
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課題研究を本᱁的に実施できたことで、プログラムへの㨩ຊが㧗まったことが、㧗ಸ⋡につなが

ったと考えられる。

(5)㧗校生とプトラ大学学生とのࢢࣥࢳࢵ࣐

校内選考後、協ຊ校㸰校をྵむ㸵グループのᕼ望研究テーマ㸭アイࢹアの一ぴをプトラ大学に

㏦り、両校の生徒のマッチングを行った。マッチングは、プトラ大学で本校との共同課題研究を

ᕼ望している学生の中で、本校生徒のᕼ望研究テーマに㏆い研究を行っている学生に、同大学の

担ᙜ教員がኌをかけるᙧで行ࢃれた。マッチング᏶஢後、ྛグループの最初のオンラインミーテ

ィングは、教員ഃが設定し、チーム間の࣓ール連⤡には、必ず両校の教員にも㹁㹁をつける等の

ルールを☜ㄆした。マッチングに時間を要するチームもあったが、㸵月のマレーシア研修までに

は、㸵チーム全てのマッチングとオンラインミーティング（㸯㹼３回）が᏶஢した。

࠙௧࿴㸴ᖺᗘ国際共同課題研究ྛ࣮ࣝࢢプの研究ࠚ࣐࣮ࢸ

㸿チーム
Producing Bacterial Cellulose from Fruit Waste
「果物ᗫᲠ物によるバクテリアࢭルロースの生成」

㹀チーム

Biodegradation and Mechanical Characterization of Glycerine Pitch-
Plasticized Starch Films
「グリࢭリンࣆッチを用いたࢹンプン⏤᮶フィルムの機Ე的≉ᛶと生分ゎᛶにつ

いて」

㹁チーム
Producing Biocellulose from Rice Water
「⡿のとࡂỒを฼用したバイオࢭルロースの生成」

㹂チーム
Investigating the Effects of Endophytes on Chili Growth
「၈㎞子の成㛗にᑐするエンࢻフ࢓イトのᙳ㡪の調ᰝ」

㹃チーム
Degradation of Different Oils by Chlorella
「クロレラによる様々なἜの分ゎ」

㹄チーム

Assessing the Biodegradation of PLA Films: Experimental Analysis of 
Microbial Effects and pH
「PLA フィルムの生分ゎのホ౯㸸ᚤ生物のᙳ㡪と pH の実験分ᯒ」

㹅チーム

+DUQHVVLQJ�1DWXUHbV�'HIHQVHV��,QYHVWLJDWLQJ�1DWXUDO�,QJUHGLHQWV�ZLWK�
Antibacterial Properties
「⮬↛の㜵ᚚを฼用:ᢠ⳦స用を持つኳ↛成分の研究」

今年度から、共同課題研究にᑐ応可能なプトラ大学の学部が㸯学部から３学部に拡大した。

ເ㞟の段㝵では、フーࢻサイエンスやᕤ学分野に関連するテーマをᕼ望するグループも応ເし

ていたが、選考を通㐣したグループは全てバイオテクノロジー関連のテーマをᕼ望しており、

⤖果として᪂つの㸰学部との国際共同課題研究による連携は、今年度は実現しなかった。

（㸯-㸰）ᐃ常ⓗ࡞国際共同課題研究のෆᐜ

ࢢࣥ࢕ࢸ࣮࣑の࡛ࣥ࢖ラࣥ࢜(1)

教員が設定した初回のミーティング⤊஢後は、⮬分たࡕで࣓ールをやりとりし、ḟのオンラ

インミーティングの日時をỴめ、教員が Zoom によるミーティングをࢭットする。マレーシア

との時ᕪは㸯時間しかないため、ᖹ日のᨺ課後に↓理なく行うことができている。オンライン

ミーティングの時間は、ＳＳＨコーࢹィࢿーターが同ᖍできるⅆ᭙日または㔠᭙日のᨺ課後

（16:15㹼17:15）を基本としており、ࡑのサ࣏ートのおかげで教員の負担も㍍ῶされている。
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オンラインミーティングの様子

(2)校ෆ࡛の実㦂・研究活動

オンラインミーティングでは、๓回のミーティング後に実施した実験の⤖果などを共有し、

ពぢや㉁ၥをฟしྜうとともに、ḟ回のミーティングの日程とࡑれまでにྛ⮬で行う研究の内

容について☜ㄆする。ミーティング⤊஢後は、ᨺ課後の時間などを使ってྛグループのィ⏬に

したがって実験等を行う。

校内での実験・研究活動のようす

る⌧ᆅ࡛の共同研究活動ࡼ࡟研修࢔ࢩ࣮࣐ࣞ(3)

オンラインミーティングに加えて、㸵月と㸯月に３Ἡ㸳日のマレーシア研修を実施した。ࡑ

の場でアイࢹアを図♧したり、実物を☜ㄆしたりできることで、オンラインに比べ┦஫の理ゎ

度が᱁段にୖがっていた。（マレーシア研修のヲ⣽は p.85㹼90を参↷）

またఇ᠁時間等もྵめた共同課題研究の活動を通じて、研究チームとしての⤖᮰ຊが㧗まり、

研修後の共同研究へのモチ࣋ーションも㧗まっていた。

プトラ大学でのチームでの活動のようす

（㸰）研究ᡂᯝをプトラ大学࡬の㐍学࡟生かࡍ㧗大᥋⥆プࣟࢢラ࣒の開発

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

課題研究の成果を横浜市立大学への㐍学につなげる㧗大᥋続「横浜市立大学チャレンジプログ

ラム」と同様のプログラムをプトラ大学とᵓ⠏することができれࡤ、生徒はより✚ᴟ的に海外と

の共同課題研究に取り組むことができる。
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（㸰-㸯）㧗大᥋⥆プࣟࢢラ࣒の開発࡟向けたプトラ大学との協議

(1) 国際共同課題研究のᡂᯝをプトラ大学の㐍学࡞ࡘ࡟げるプࣟࢢラ࣒の開発

今回の重点枠では、プトラ大学との国際共同課題研究と、ࡑの成果を同大学への㐍学へつなげ

る㧗大᥋続プログラムをࢭットとしてとらえ、研究㛤発を㐍めてきた。本校は課題研究の成果に

より大学ྜ᱁がㄆ定される「横浜市立大学チャレンジプログラム」を同大学との連携の中でసり

ୖげてきた。ල体的なྜ᱁枠を有する㧗大᥋続プログラムは全国でも数がᑡなく、このノ࢘ࣁ࢘

を活用し、国際共同課題研究の成果を海外大学への㐍学につなげる、᪂しい㧗大᥋続のモࢹル「プ

トラ大学チャレンジプログラム」の調印を目指し、㸯年目から協議を続けてきた。

(2) プトラ大学とのᣢ⥆ྍ⬟࡞㐃ᦠ࡟向けた᫖ᖺᗘ࡛ࡲの協議

᫖年度までの協議で、プトラ大学チャレンジプログラムの応ເに必要な௨ୗの４つの要௳のう

ձの英語外部指ᶆのスコアについては、「IELTS Band 5.5または、ࡕ TOEFL-IBT Score 60௨ୖ」、

մの㠃᥋᳨ᰝ（Interview）については、共同課題研究の成果発表と㉁␲応答を行うことで基本的

にྜពしていた。

࠙௧࿴㸳ᖺᗘのẁ㝵࡛のプトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࡟࣒㛵ࡍるྜព஦㡯ࠚ

名⛠を「UPM (Universiti Putra Malaysia) Challenge Programme」とする。

㸺応ເ要௳㸼

ձ 英語外部指ᶆのスコア э「IELTS Band 5.5または TOEFL-IBT Score 60௨ୖ」

ղ 㧗等学校３年間の全教科のホ定ᖹᆒ э継続協議

ճ 㧗等学校での理科（生物、໬学、物理等）のᒚ修᮲௳ э継続協議

մ 㠃᥋᳨ᰝ（Interview） э「共同課題研究の発表と㉁␲を行う」

（㸰-㸰）プトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒

(1) プトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒の᭱⤊ྜពとṇᘧㄪ༳

今年度は㧗等学校３年間のホ定ᖹᆒや、ᒚ修᮲

௳等について継続協議を行った⤖果、㸵月のマレ

ーシア研修でのᑐ㠃での協議において、全ての要

௳についての最⤊ྜពに⮳った。ࡑの後、ྜព事

項のᩥ書໬、調印ᩥ書のస成、両校での内容☜ㄆ

等を⤒て、今年㸯月のマレーシア研修でプトラ大

学をゼၥした際に、プトラ大学チャレンジプログ

ラム（ṇᘧ名⛠㸸UPM Challenge Programme）に調

印することができた。このプログラムは、令和㸵

年３月༞業生から有ຠで、ྜ᱁すれࡤ令和㸵年 10月に同大学に入学することが可能である。

(2)プトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒ᑐ㇟学㒊とྲྀᚓ学ኈྕ

連携の中心となっているプトラ大学バイオテクノロジー・生体分子科学部（Faculty of 

Biotechnology and Biomolecular Sciences）をᵓ成するḟ࣌ージの４つの学科全ての学ኈ取ᚓ

プログラムにฟ㢪が可能である。
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࠙プトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒ᑐ㇟学㒊とྲྀᚓ学ኈࠚ

৾৖؟Faculty of Biotechnology and Biomolecular Sciences
バイオテクノロジー・生体分子科学部

( 1)  B achelor of Science in B iotechnology  w ith Honours ( D epartment of B ioprocess T echnology )
バイオテクノロジー学ኈྕ取ᚓプログラム (バイオプロࢭステクノロジー学科) 

( 2)  B achelor of Science in B iochemistry  w ith Honours ( D epartment of B iochemistry )
バイオケミストリー学ኈྕ取ᚓプログラム (バイオケミストリー学科) 

( 3)  B achelor of Science in Microbiology  w ith Honours ( D epartment of Microbiology )
ᚤ生物学学ኈྕ取ᚓプログラム (ᚤ生物学科) 

( 4)  B achelor of Science in C ell and Molecular B iology  w ith Honours ( D epartment of C ell &  
Molecular B iology )
⣽⬊㺃分子生物学学ኈྕ取ᚓプログラム (⣽⬊㺃分子生物学科) 

(3) 入学せ௳

本プログラムにおける国際共同課題研究に㸯年௨ୖ参加した生徒をᑐ㇟とし、௨ୗの要௳を

‶たすことが必要である。令和６年度は協ຊ校㸰校が本プログラムに参加しているが、現段㝵

では他校の生徒はプトラ大学チャレンジプログラムのᑐ㇟にはྵまれない。

࠙プトラ大学ࢪࣥࣞࣕࢳプࣟࢢラ࣒入学せ௳ࠚ

Admission Requirement
入学要௳

( 1)  Participated in U PM-YSFHS J oint R esearch Programme for at least one y ear
プトラ大学との国際共同課題研究プログラムに最ప㸯年間参加していること

( 2)  Obtained a C GPA ( C umulativ e Grade Av erage Point)  of 4. 00/5. 00
㧗校３年間の全科目のホ定ᖹᆒが㸳段㝵の 4.0 ௨ୖ

( 3) Obtained a minimum grade 4. 0/5. 0 in the follow ing subj ects:  
B iology ,  C hemistry ,  Mathematics
ᒚ修した「生物」「໬学」「数学」に関する科目の成⦼が全て㸳段㝵の４௨ୖ

( 4)  Obtained either of the E nglish L anguage Proficiency  q ualifications as below :
௨ୗのいずれかの英語能ຊ資᱁を取ᚓしていること

I E L T S B and 5. 5 or T OE FL -I B T  Score 60

(4) 学㈝

ア࣓リ࢝の時事ゎ説ㄅ大ᡭࠗU.S.News & World Report࠘の 2024年㸷月の記事「See the 

Average College Tuition in 2024-2025」によれ2024、ࡤ 年度のア࣓リ࢝の大学の年間学㈝の

ᖹᆒは、⚾立大学が$43,505（㸯ࢻル=150 ෇でィ⟬した場ྜ、652୓ 5,750෇）、ᕞ立大学（ᕞ

外学生の学㈝）はᖹᆒ$24,513（367୓ 6,950෇）である（ዡ学㔠等は考៖していない）。

一方マレーシアの国立大学であるプトラ大学の学㈝は、プトラ大学チャレンジプログラムの

ᑐ㇟学部であるバイオテクノロジー・生物分子科学部で、ᖹᆒ 16,138 MYR（マレーシアリンࢠ

ット）である。これは㸯MYR㸻33෇でィ⟬した場ྜ、53୓ 2,537෇となり、ア࣓リ࢝のᕞ立大

学のᖹᆒと比べても約㸵分の㸯の㢠である。

プトラ大学チャレンジプログラムにより、海外大学㐍学という選ᢥ⫥をより多くの生徒、ᐙ

ᗞにᥦ౪できる。（学㈝もྵめ、入学要௳や入試スケジュール、ྜ᱁後のᡭ続きなどを記載した

応ເ要項を「(࢘)重点枠関ಀ資料４」に♧す。）
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（㸱）海外研修の実施とࡑの㈝⏝ᑐຠᯝを㧗めるᕤኵ

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

オンラインによる定ᖖ的な連携に加えて、஫いの大学、㧗校をゼれて┤᥋共同課題研究やࢹィ

ス࢝ッションを行う研修と、校内での成果共有の場を設定すれࡤ、研究の㉁を㧗めるとともに、

学校全体の国際ᛶのᾰ㣴と、海外㐍学へのព識を㧗めることができる。

（㸱-㸯）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ（㸵᭶）海外研修

海外研修のᴫせ（㸵᭶）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ (1)

・目 的㸸ձ プトラ大学（マレーシア）の学生との国際共同課題研究の実施

・㸳月のマッチング後、オンラインで国際共同課題研究（௨ୗ、共同課題研究）に取

り組ࢇできた㧗校生とプトラ大学学生の共同課題研究チームが┤᥋ᑐ㠃してࢹィ

ス࢝ッションや共同実験を行うことで、研究を㐍めるとともに、今後の研究方法等

のィ⏬について理ゎを῝め、研修後の定ᖖ的な共同課題研究につなげる。

ղ 成果の他校への普及

・共同課題研究㸵チームのうࡕの㸰チームを、ＳＳＨ指定校であるⲈᮌ┴立並ᮌ中等

教育学校と学校法人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学・㧗等学校から㸯チームずつເ㞟し、本研修

にも参加さࡏることで、本校がこれまで取り組ࢇできたプトラ大学との共同課題研

究のノ࢘ࣁ࢘の普及を図る。

ճ 研究成果をプトラ大学への㐍学に生かす㧗大᥋続プログラムの㛤発

・現地での同大学学生との共同課題研究やࢹィス࢝ッションを通じて、現地の教員や

アࢻミッション担ᙜ者が本校生徒の理数分野への関心や、研究にᑐするጼໃについ

てㄆ識を῝めることで、㧗大᥋続プログラム「プトラ大学チャレンジプログラム」

のල体的な㐠用につなげる。

・実施日㸸令和６年㸵月 23 日（ⅆ）㹼㸵月 27日（ᅵ）（３Ἡ㸳日）

ͤ学校法人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学校・㧗等学校は๓日に㮵ඣᓥから成⏣へ⛣動

・参加者㸸ձ 横浜市立横浜サイエンスフロンティア㧗等学校

（生徒㸳グループ 13名、ᘬ⋡教員㸰名）

ղ Ⲉᮌ┴立並ᮌ中等教育学校

（生徒㸯グループ３名、ᘬ⋡教員㸯名）

ճ 学校法人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学・㧗等学校（㮵ඣᓥ┴）

（生徒㸯グループ３名、ᘬ⋡教員㸯名）

海外研修のෆᐜ（㸵᭶）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ (2)

᭶᪥ ゼၥඛ等 ⌧ᆅ᫬้ 実施ෆᐜ

㸵/22

（月） 㮵ඣᓥ✵ 発

⩚⏣✵ ╔

成⏣✵ ╔

12:40

14:25

16:40

㸺ụ⏣学ᅬụ⏣中学・㧗等学校⛣動日㸼

リムジンバスで成⏣✵ へ⛣動

ኤ㣗後、࣍テル╔

㸵/23

（ⅆ） 成⏣✵ 㞟ྜ

成⏣✵ 発

クアラルンプール╔

9:00

11:15

17:55

㸺３校による研修㛤ጞ日㸼

リムジンバスで成⏣✵ へ⛣動

㸺௨ୗ現地時間（日本との時ᕪ㸯時間）

ኤ㣗後、࣍テル╔
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㸵��� 

（Ỉ） 

 テル発࣍

プトラ大学╔ 

᫨㣗 

プトラ大学発 

 ╔テル࣍

���� 

����� 

����� 

����� 

����� 

����� 

'U�1RUKD\DWL 5DPOL による講義 

ởᰁ物質の生分解におけるᚤ生物の能力のά用ࠕ  ࠖ

'U�1RUKD\DWL 5DPOL による実習 

ởᰁ物質の生分解におけるᚤ生物の能力のά用ࠕ  ࠖ

㸵��� 

（ᮌ） 

 テル発࣍

032% ╔ 

プトラ大学╔ 

᫨㣗 

プトラ大学発 

 ╔テル࣍

���� 

���� 

����� 

����� 

����� 

����� 

0DOD\VLDQ 3DOP 2LO %RDUG（マレーシアパームオイ

ル庁）での᪋タ見学と質疑 

キࣕンパス内にあるオイルࣂームプランテーショ

ン㎰ᅬでの見学と実習 

ඹ同課題研究チームによる対面でのグループディ

スカッション 

㸵��� 

（㔠） 

 テル発࣍

プトラ大学╔ 

᫨㣗 

プトラ大学発 

クアラルンプール発 

���� 

���� 

����� 

����� 

����� 

����� 

����� 

ඹ同課題研究チームによる対面でのグループディ

スカッション 

プトラ大学キࣕンパス見学 

ඹ同課題研究チームによる対面でのグループディ

スカッションと成果発表 

㸵��� 

（ᅵ） 成⏣✵ ╔ ����� 

㸺௨ୗ日ᮏ時間（日ᮏとの時ᕪ㸯時間）㸼 

ධᅜ手⥆き 

㸱ᰯそれࡒれᶓ὾、Ⲉᇛ、㮵ඣᓥ࡬⛣ືし解ᩓ 

���⌧ᆅ࡛ࡢᵝᏊ 

ձ 'U� 1RUKD\DWL 5DPOL による講義

ղ 'U� 1RUKD\DWL 5DPOL の講義にᇶ࡙く実習

ճ マレーシアパームオイル庁（032%）での見学
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մ オイルࣃームプランテーション㎰ᅬでのぢ学

յ 共同課題研究チームでのテーマ設定に向けたࢹィス࢝ッション

ն 共同課題研究チームでのࢹィス࢝ッション内容や研究テーマについての発表

(4) ຠᯝの᳨ド

研修⤊஢後、現地でのプログラムの内容、本研修の目ᶆ㐩成度について事後アンケート調ᰝを

行い、参加者全員（19名）から回答をᚓた。ୗのグラフはࡑの中から、研修の目ᶆ㐩成度につい

ての回答を㞟ィしたものである。全ての目ᶆについて、全体の㸷๭௨ୖの生徒が「㐩成できた」

「ある程度㐩成できた」と回答しており、㧗い⮬ᕫ㐩成ឤがᚓられている。

設ၥ㸰の「共同研究に必要な英語ス࢟ルの向ୖ」については「㐩成できた」を選ࢇだ生徒が全

体の 45％と他の設ၥに関してపい。これは㧗校生として༑分な英語ຊを有していたとしても、マ

レーシアの大学生と p.81 に♧すような研究テーマについてࢹィス࢝ッションを㐍めることは、

かなりࣁーࢻルが㧗いことを♧している。他の設ၥの回答や実際の活動の様子をぢてもྰ定的、

ᾘᴟ的な様子はぢられないことから、参加生徒は、㞴しいながらもやりがいのある活動ととらえ、

๓向きに取り組ࢇでいると考えられる。

㸯 現地の学生と、共同研究の

テーマ・方向ᛶの☜ㄆ

㸰 共同研究に必要な英語ス

ルの向ୖ࢟

３ プトラ大学の施設や研究

内容についての理ゎ

  㐩成できた  ある程度㐩成できた あまり㐩成できなかった 㐩成できなかった

トの⤖ᯝ࣮ࠖࢣࣥ࢔研修஦後࢔ࢩ࣮࣐ࣞ㸵᭶ࠕ

に♧す「共「関ಀ資料㸰（࢘）」、ッションについてはオンラインでも実施しているが࢝ィスࢹ

  

79
%

21
% 32

%

58
%

10
%

63%

37%
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同課題研究࣓ンバーとのグループࢹィス࢝ッション」については、参加者全員が「とても有ព⩏

だった」と回答しており、⮬⏤記㏙でも、オンラインとは異なる現地での研修のຠ果が♧されて

いる。

（㸱-㸰）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ（㸯᭶）海外研修

海外研修のᴫせ（㸯᭶）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ (1)

・目 的㸸ձ プトラ大学（マレーシア）の学生との国際共同課題研究の実施

・６月のマッチング௨᮶㸵月のマレーシア海外研修をはさࢇで、ྛチームが約㸵࢝月

間取り組ࢇできた国際共同課題研究（௨ୗ、共同課題研究）について、まとめのࢹ

ィス࢝ッションや実験を行うとともに、これまでの成果についてプレࢮンテーショ

ンを行う。

・本校で３月に実施する英語による研究発表会 YSF-FIRST（Yokohama Science 

Frontier Forum of International Research in Science and Technology）での最

⤊発表に向けて、ྛチームで発表内容や発表࣏スターのస成について協議する。

ղ 成果の他校への普及

・今年度の共同課題研究には、SSH 指定校であるⲈᮌ┴立並ᮌ中等教育学校と学校法

人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学・㧗等学校からྛ㸯チームずつを招いている。㸵月の研修に続

き、本研修にも参加さࡏることで、本校が᫖年度までにᇵってきた、オンラインと

現地での研修を併用した定ᖖ的な共同課題研究の‽ഛや実際の活動、ࡑのຠ果など、

ノ࢘ࣁ࢘の普及を図る。

ճ 研究成果をプトラ大学への㐍学に生かす㧗大᥋続プログラムの㛤発

・実験ᐊや研究ᐊ、プランテーション㎰ᅬなど様々な施設を有ຠに活用し、講⩏や実

⩦、大学生とのࢹィス࢝ッションを行うことで、参加生徒が同大学の研究環境など

についてṇしく理ゎする。

・ྛ活動を通し、同大学の教員やアࢻミッション担ᙜ者が招待校㸰校をྵむ参加生徒

の理数分野への関心や、研究にᑐするጼໃについてㄆ識を῝めることで、同大学と

最⤊ྜពに⮳った「プトラ大学チャレンジプログラム」の᮶年度からの㐠用と他校

への拡大につなげる。

・実施日㸸令和㸵年㸯月 13 日（月）㹼㸯月 17日（㔠）（３Ἡ㸳日）

ͤ学校法人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学・㧗等学校は๓日に㮵ඣᓥから成⏣へ⛣動

・参加者㸸ձ 横浜市立横浜サイエンスフロンティア㧗等学校

（生徒㸳グループ 13名、ᘬ⋡教員㸰名）

ղ Ⲉᮌ┴立並ᮌ中等教育学校

（生徒㸯グループ３名、ᘬ⋡教員㸯名）

ճ 学校法人ụ⏣学ᅬ ụ⏣中学・㧗等学校（㮵ඣᓥ┴）

（生徒㸯グループ３名、ᘬ⋡教員㸯名）

海外研修のෆᐜ（㸯᭶）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ (2)

᭶᪥ ゼၥඛ等 ⌧ᆅ᫬้ 実施ෆᐜ

㸯/12

（日） 㮵ඣᓥ✵ 発

⩚⏣✵ ╔

成⏣✵ ╔

12:40

14:25

16:40

㸺ụ⏣学ᅬụ⏣中学・㧗等学校⛣動日㸼

リムジンバスで成⏣✵ へ⛣動

ኤ㣗後、࣍テル╔
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㸯/13

（月）

成⏣✵ ３校㞟ྜ

成⏣✵ 発

クアラルンプール╔

9:00

11:15

17:55

リムジンバスで成⏣✵ へ⛣動

㸺௨ୗ現地時間（日本との時ᕪ㸯時間）㸼

ኤ㣗後、࣍テル╔

㸯/14

（ⅆ）

テル発࣍

プトラ大学╔

᫨㣗

プトラ大学発

╔テル࣍

8:30

9:30

10:30

12:00

14:00

17:00

19:00

Dr.Ahmad Muhaimin Roslanによる講⩏と実⩦‽ഛ

「アࣈラࣖシ果ᡣのὙίと加⇕」

共同課題研究チームによるᑐ㠃でのグループࢹィ

ス࢝ッション

Dr.Ahmad Muhaimin Roslanによる実⩦

「アࣈラࣖシの果ᡣからのࣃームἜᢳฟ」

㸯/15

（Ỉ）

テル発࣍

プトラ大学╔

᫨㣗

プトラ大学発

╔テル࣍

9:00

10:00

12:00

14:00

17:00

19:00

Dr. Normi Yahaya による講⩏

「㨶௓ᗫᲠ物෌活用のためのᚤ生物࢟チン分ゎ๣」

Dr. Normi Yahaya による実⩦

㸯/16

（ᮌ）

テル発࣍

プトラ大学╔

᫨㣗

プトラ大学発

クアラルンプール発

9:00

10:00

12:00

14:00

16:30

22:50

共同課題研究チームによるᑐ㠃でのグループࢹィ

ス࢝ッション

ᑐ㠃でのグループࢹィス࢝ッションと成果発表

㸯/17

（㔠）

成⏣✵ ╔ 07:05 入国ᡭ続き

３校ࡑれࡒれ横浜、Ⲉᇛ、㮵ඣᓥへ⛣動しゎᩓ

(3)⌧ᆅ࡛のᵝᏊ

ձ アࣈラࣖシの果ᡣからのࣃームἜᢳฟ実⩦

ղ 国際共同課題研究チームによるᑐ㠃でのグループࢹィス࢝ッション（㸯日目）と共同実験

ճ Dr.Normi Yahaya による講⩏
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մ Dr.Normi Yahaya による実⩦

յ 国際共同課題研究チームによるᑐ㠃でのグループࢹィス࢝ッション（㸰日目）

ն 国際共同課題研究チームによる協議内容の発表

(4) ຠᯝの᳨ド

㸵月と同様、マレーシア（㸯月）研修の⤊஢後も、現地でのプログラムの内容、本研修の目ᶆ

㐩成度について事後アンケート調ᰝを行い、参加者全員（19名）から回答をᚓた。ୗのグラフは、

目ᶆとして定めた㸶つの項目について、研修後に向ୖしたとឤじた人数を㸵月と㸯月で比㍑した

ものである。

㸵月のマレーシア研修は、６月にオンラインミーティングをスタートして間もない時期であっ

たため、「テーマに関する知識」や「今後の研究の方向ᛶの理ゎ」、「チームとしての௰間ព識」な

ど、定ᖖ的な共同課題研究を㐍める基┙となる項目がୖ఩を༨めた。

㸵月の研修後もྛチームは定期的なオンラインミーティングで共同課題研究を継続した。㸯月

のマレーシア研修の時点では、６月のスタートから㸵࢝月が⤒㐣していたため、研修中のࢹィス

ィࢹータからも「英語でのࢹれていた。㸯月のࢃに行ࢬッションや共同実験も、㠀ᖖにスムー࢝

ス࢝ッションຊ」「英語でのプレࢮンテーションຊ」「英語で国際共同研究活動を行うことへの⮬

ಙ」と回答した生徒がቑ加しており、プトラ大学の学生との定ᖖ的な国際共同課題研究の中で、

࠙研修後࡟向上ࡋたとឤࡌたࣝ࢟ࢫ 㹼2024 ᖺ㸵᭶研修と 2025 ᖺ㸯᭶研修のẚ㍑㹼ࠚ

（人）

2024ᖺ㸵᭶2025ᖺ㸯᭶࢔ࢩ࣮࣐ࣞ研修後
⮬分たࡕの࣒࣮ࢳの共同研究࡟࣐࣮ࢸ㛵ࡍる▱㆑ 13 11
今後の共同研究の方向性࡚࠸ࡘ࡟の⌮ゎ 18 16
共同研究࣒࣮ࢳと࡚ࡋの௰㛫ព㆑・⤖᮰ຊ 12 11
共同研究࣒࣮ࢳෆ࡛の࣮ࣜࢵࢩ࣮ࢲプ 1 1
プトラ大学のࡸࢫࣃࣥࣕ࢟施タ࡚࠸ࡘ࡟の⌮ゎ 5 2
ⱥㄒ࡛のࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹຊ 13 14
ⱥㄒ࡛のプࣞࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮຊ 3 7
ⱥㄒ࡛国際共同研究活動を⾜ࡇ࠺と࡬の⮬ಙ 4 8
の⌮ゎ࡚࠸ࡘ࡟ᴗ⏘ࣝ࢖࣒࣮࢜ࣃの࢔ࢩ࣮࣐ࣞ 7 8
の⌮ゎ࡚࠸ࡘ࡟の␗ᩥ໬࢔ࢩ࣮࣐ࣞ 7 8
の⌮ゎ࡚࠸ࡘ࡟↛⮬の࢔ࢩ࣮࣐ࣞ 3 0
᪥本࡚࠸ࡘ࡟の⌮ゎ 0 0

0 5 10 15

ঽীञठのॳش঒のુ৊ଢ଼஢テشঐपঢ়घॊੴ௙
০৏のુ৊ଢ଼஢の্਱ਙपणःथの৶ੰ

ુ৊ଢ଼஢ॳش঒धखथのൎ৑ਔ௙؞੥൶ৡ
ુ৊ଢ଼஢ॳش঒৔दのজشॲش३ップ

プॺছপ৾のय़কথঃスृ઱ਝपणःथの৶ੰ
英ୁदのॹॕスढ़ッ३ঙথৡ

英ୁदのプঞ८থテش३ঙথৡ
英ୁद国੠ુ৊ଢ଼஢ણ৿॑ষअऒधषのঽਦ

2024ᖺ䠓᭶䝬䝺䞊䝅ア研ಟᚋ 2025ᖺ䠍᭶䝬䝺䞊䝅ア研ಟᚋ

( ே )
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⮬㌟の英語コミュニケーションຊの向ୖや、英語で国際共同研究活動を行うことへの⮬ಙを実ឤ

した生徒がቑ加したことが♧された（ࡑの他のアンケート⤖果を「(࢘)重点枠関ಀ資料㸰・３」

に♧す）。

（㸱-㸱）プトラ大学教ဨを本校࡟ᣍ࠸た≉ูㅮ⩏と実⩦

本校が主ദする英語による研究成果発表会 YSF-FIRST（Yokohama Science Frontier Forum for 

International Research in Science and Technology）にᑂᰝ員として招聘した教員による≉ู

講⩏および実⩦を実施する。これは学内の知的㈈⏘を国内外に広く㑏ඖするプトラ大学の㹉㹒㹎

（Knowledge Transfer Programme）の一環として実施されるものである。

本校の生徒にとっては、海外の大学教員から┤᥋理数分野の講⩏と実⩦を受けられること、プ

トラ大学の教育を理ゎし、今後の国際共同課題研究やプトラ大学チャレンジプログラムへのព識

を㧗められることがຠ果として期待される。また、通ᖖマレーシア国内をᑐ㇟としている㹉㹒㹎

を海外で行うことは、実⦼を✚ୖࡳげるព࿡でプトラ大学ഃにも࣓リットがあると考えられる。

(1) プトラ大学教ဨࡼ࡟る Knowledge Transfer Programmeのᴫせ

・日 時㸸令和㸵年３月 13 日（ᮌ）13:30㹼16:00

・講 師㸸Dr. Noor Azira Abdul Mutalib

プトラ大学 フーࢻサイエンス㺃テクノロジー学部教授

・テーマ㸸Microorganisms in Food「㣗ရ中のᚤ生物」

・目 的㸸ձ 発㓝㣗ရの生⏘に使用されるᚤ生物とࡑの有用ᛶの⤂௓

ղ 㣗ရởᰁのリスクとཎ因についてのព識向ୖ

ճ ᡭのᚤ生物のቑṪをᢚえるためのᡭὙいとᾘẘの有ຠᛶの実ド

մ 㢧ᚤ㙾を使用して㣗ရ中のᚤ生物をほ察するための基本的なᢏ⾡の実演

・会 場㸸本校生物実験ᐊ㸯

・スケジュール㸸

時程 内容

1:30㹼2:30 Seminar on Microorganisms in Food（㣗ရ中のᚤ生物に関する講⩏）

2:30㹼3:10 Activity 1: Impacts of Handwashing & Sanitizers on Microbial Growth

（実⩦ 1「ᡭὙいとᾘẘ๣がᚤ生物に及ࡰすᙳ㡪」）

3:10㹼3:50 Activity 2: Microscopic Observation of Food Microorganizms 

（実⩦ 2「㣗ရᚤ生物の㢧ᚤ㙾ほ察」）

3:50㹼4:00 まとめ、アンケート回答

（㸱-㸲）ⱥㄒࡼ࡟るᡂᯝ発表会ࠕYSF-FIRSTࠖの開催

YSF-FIRST（Yokohama Science Frontier Forum for International Research in Science and 

Technology）は本校が研究成果発表の場として毎年実施している国際科学フォーラムである。国

内外の研究発表を通して研究の成果を共有し、地ᇦにおけるサイエンス教育の中᰾となる科学フ

ォーラムの場をᙧ成することを目的としている。

国際共同課題研究の成果普及の場とするため、ＳＳＨ重点枠に指定された令和４年度より使用

言語を英語とし、他校にも参加を広く呼びかけた。また、普段から連携を行っている横浜市国際

学生会館の留学生や、サンモールインターナショナルスクール（横浜市中区）の生徒等、英語話

者の参加者約 40名を招待し、理数分野の研究成果を発表する国際フォーラムとして設定した。
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(1) YSF-FIRSTのᴫせ

・日 時㸸令和㸵年３月 15 日（ᅵ）12:30㹼17:00

・参加者㸸ձ 発表者

本校国際共同課題研究参加グループ（プトラ大学共同研究学生６名᮶日ண定）

本校課題研究Ｓ㹊ϩ分野ඃ⚽生徒

国内 SSH 連携校、サンモールインターナショナルスクール、ࡑの他参加ᕼ望校

ղ 指ᑟ・ຓ言者

プトラ大学教員（３名᮶日ண定）、ࡑの他の大学教員、研究者、本校科学ᢏ⾡㢳ၥ

横浜市国際学生会館留学生（30名程度）

ճ 一⯡ぢ学者

本校༞業生、ࡑの他本校ぢ学ᕼ望者

・スケジュール㸸

時程 内容 会場

12:30 受௜、発表‽ഛ

13:00㹼13:10 㛤会ᘧ 和⏣᫛ඔ記ᛕ࣍ール

13:15㹼14:00 ンターࢭスター発表(ወ数コアタイム㛤ጞ) ஺ὶ࣏

14:00㹼14:45 ンターࢭスター発表(അ数コアタイム㛤ጞ) ஺ὶ࣏

14:45㹼15:10 ンターࢭスター発表(フリーぢ学) ஺ὶ࣏

15:15㹼16:15 ≉ู講演

Studying the Unknown Proteins and What We Can 
Learn from Them

「ᮍ知のタンࣃク㉁の研究、ࡑこからࢃかること」

講演者㸸Dr. Normi Yahaya

Head of Department, 
Department of Cell and Molecular 
Biology, Universiti Putra Malaysia 

プトラ大学 バイオテクノロジー㺃生物分

子科学部 ⣽⬊分子生物学科 学科㛗

和⏣᫛ඔ記ᛕ࣍ール

16:15㹼16:30 㛢会ᘧ 和⏣᫛ඔ記ᛕ࣍ール

17:00 ⤊஢

(2) ᫖ᖺᗘの YSF-FIRSTのᵝᏊ

ձ 全体会（本校和⏣᫛ඔ記ᛕ࣍ール）

ղ スター発表࣏
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ճ プトラ大学 Dr. Termiziによる講演

（㸲）本校ࡀ㐃ᦠࡍる海外の㧗校との国際共同課題研究の実施

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

プトラ大学௨外にも、海外との連携による共同課題研究や、英語による共同課題研究の機会を

多く設定することで、国際ᛶのᾰ㣴のࡳでなく、ᑗ᮶言語やᩥ໬の㐪いを㉸えて共同で研究活動

等を行えるような人ᮦをより多く育成することができる。

（㸲-㸯）࢔ࢩ࣮࣐ࣞ Kolej Yayasan Saadとの共同課題研究

(1) Kolej Yayasan Saadとの共同課題研究を通ࡋた㐃ᦠ

Kolej Yayasan Saad（௨ୗ KYS校）は、マレーシアトップクラ

スの⚾立学校で、㤳㒔クアラルンプールからバスで 90 分程༡ୗ

したマラッ࢝ᕞに఩⨨している。本校は㛤校ᙜ初より、㸰年ḟ生

全員をᑐ㇟としたマレーシア研修で同校をゼၥしている。㸰年ḟ

約 240 名が 36 グループに分かれるᙧで、サイエンスリテラシー

ϩの中間発表の内容について全員が英語࣏スター発表を行って

いた。

SSH 重点枠指定㸯年目の᫖年度には、オンラインおよび現地で

のᡴࡏࢃྜࡕ（令和４年 10 月）を行い、国際共同課題研究での

連携についてྜពをᚓた。ࡑの際同校からは、⮬校が理数科では

ないため༑分な実験機ჾがᥞっていないことへのᠱᛕも♧され

た。

令和４年度は本校の生徒㸰名と同校の生徒㸰名で国際共同課題研究チームをసり、「ࢮリーや

グミに使用されている╔Ⰽ料の成分の比㍑」というテーマで研究を行った。᫖年度は、KYS 校の

負担を考៖し、プトラ大学と KYS 校との３校で共同研究を行うᙧែをとった。ᚤ生物発㟁の発㟁

ຠ⋡を㧗めるための生育環境を研究テーマに、ྛ校のᩜ地内で᥇取したᗏἾ等を用いて比㍑実験

を行った。KYS 校の実験設ഛが㝈られていることと、３校での実験環境をᥞえるために、⮬↛の

ᅵの中にいる発㟁ᚤ生物のຊを使って㟁Ẽを発生さࡏる Magical Microbes ♫〇実験࢟ット

「MudWatt（マッ࣡ࢻット）」を本校で用ពし、KYS校に㸳ྎ、プトラ大学に㸯ྎをᥦ౪した。

(2) Kolej Yayasan Saadとの今ᖺᗘの共同課題研究

⤖果として今年度は、KYS 校との共同課題研究は実施に⮳らなかった。これは༑分な実験機

ჾ等がᥞっていないという同校のၥ題というよりも、プトラ大学との連携が㡰調で、全ての㧗

校生のグループが同大学の学生とチームを組むことが可能になっていること、プトラ大学チャ

レンジプログラムによる㧗大᥋続をィ⏬している中で、生徒たࡕがプトラ大学との共同研究を

ᕼ望するようになってきたこと等が挙げられる。
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（㸲-㸰）ࢲࢼ࢝ David Thompson Secondary Schoolとの共同課題研究

(1) David Thompson Secondary School との㐃ᦠ

のバࢲナ࢝リースクールはࢲン࢝ࢭ・ンࢯトンプ・ࢻッࣅイࢹ

ンクーバー市にあるබ立㧗校で、本校とጜጒ校関ಀを⤖ࢇでい

る。᪂ᆺコロナ࢘ィルスឤᰁ拡大௨๓は毎年㸷月に 20 名の生徒

が同校をゼၥし、授業体験やᩥ໬஺ὶ等を実施していた。ࡑの後

令和㸰年度㹼㸳年度までの４年間はΏ⯟プログラムを実施する

ことはできなかったが、科学分野の研究発表等、㝈定的ながらも

毎年オンラインでの஺ὶを継続してきた。

今年度は 4 年ࡪりに両校が஫いの学校をゼၥするバンクーバーጜጒ校஺ὶを᚟活さࡏ、「サイ

エンスリテラシーϨ」のᡭ法を海外連携校に普及さࡏる取組「Ｓ㹊Ϩグローバル࣡ークショップ」

をᑐ㠃でも実施することができた。

⤌るྲྀࡏࡉᬑ及࡟Ϩࠖのᡭἲを海外㐃ᦠ校࣮ࢩラࢸࣜࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࠕ(2)

リースクールとの国際共同課題研究の実施に向けた᪂たなࢲン࢝ࢭ・ンࢯトンプ・ࢻッࣅイࢹ

ステップとして、本校の課題研究授業「サイエンスリテラシーϨ」のᡭ法を活動に取り入れる実

㊶「Ｓ㹊Ϩグローバル࣡ークショップ」を行った。今年度は現地でのᑐ㠃での実施をྵむ௨ୗの

３回の活動において、両校の生徒がグループをసり、୚えられた科学的プロジ࢙クトに協ຊして

取り組ࢇだ。

࠙௧࿴㸴ᖺᗘＳ㹊Ϩࢵࣙࢩࢡ࣮࣡ࣝࣂ࣮ࣟࢢプᖺ㛫活動実⦼ࠚ

実施日 内    容

㸳月 19日(日) Ｓ㹊Ϩグローバル࣡ークショップձ「⣬㣕行機」（オンライン）

両校の生徒で共同研究チームをసり、英語でアイࢹアをฟしྜいながら「より

⁫✵時間の㛗い⣬㣕行機」のస成に取り組ࡳ、実際の⁫✵時間をィ するとと

もに、⤖果について考察を行った。

㸷月 13日(㔠) Ｓ㹊Ϩグローバル࣡ークショップղ「࣌ーࣃータ࣡ー」（ᑐ㠃）

今年度から෌㛤したバンクーバーጜጒ校ゼၥ（㸷月㸷日㹼15 日）で同校をゼၥ

中にᑐ㠃で実施した。両校の生徒で共同研究チームをసり、英語でアイࢹアを

ฟしྜいながら「㸿３サイࢬの⣬を使って、㸯kg の重りに⪏えるタ࣡ーをでき

る㝈り㧗く、しかもᑡないᯛ数の⣬でసる」プロジ࢙クトに取り組ࡳ、実際に

⪏Ⲵ重試験を行うとともに、⤖果について考察を行った。

３月 21日(㔠) Ｓ㹊Ϩグローバル࣡ークショップճ「࣌ーࣃーࣈリッジ」（ᑐ㠃）

今年度から᚟活さࡏたバンクーバーጜጒ校஺ὶ（３月 18 日㹼20 日）で同校が

本校をゼၥする際にᑐ㠃で実施する。両校の生徒で共同研究チームをసり、英

語でアイࢹアをฟしྜいながら「㸿３サイࢬの⣬㸯ᯛを使った㧗ᙉ度のࣈリッ
ジの設ィ」のస成に取り組ࡳ、実際のᙉ度をィ するとともに、⤖果について

考察を行った。

(3) ຠᯝの᳨ド

同校との国際共同課題研究の実施に向けては継続して᳨ウを㐍めているが、担ᙜ教員や施設の

ၥ題から、プトラ大学と同レ࣋ルでの定ᖖ的な共同課題研究の実施には⮳らなかった。

「プロジ࢙クトのᥦ♧」「グループࢹィス࢝ッション」「実験・実⩦」「⤖果の考察と発表」とい

う本校Ｓ㹊Ϩのᡭ法を用いた活動を᫖年度から実施した。᫖年度は全てオンラインでの実施で生

徒間のពᛮの␯通が㞴しい場㠃も多くぢられたが、今年度はᑐ㠃でも実施できたことで、生徒が
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英語コミュニケーションຊの向ୖを実ឤできた。

事後アンケートの「（研修๓に比べて）英語での共同研究にᣮᡓしてࡳたくなった。」という項

目にᑐし、80.9%の生徒が⫯定的な回答を♧したことから、今後の両校での定ᖖ的な共同課題研

究に向けたステップとして有ຠであったと考えられる。

（㸳）学校教ဨの㈇ᢸを㍍ῶࡋたᣢ⥆ྍ⬟࡞国際共同課題研究の実施

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

現地の≧ἣと大学のシステムに精通し、日本語と英語、マレー語に精通した⫋員を雇用するこ

とができれࡤ、学校教員の負担を㍍ῶし、持続可能な国際共同課題研究を実施することができる。

⏝た⫋ဨの㞠ࡋ⢭通࡟等࣒ࢸࢫࢩの教育࢔ࢩ࣮࣐ࣞ (1)

㧗大᥋続を視野に入れた国際共同課題研究の協議をプトラ大学と㐍めていくためには、マレー

シアの大学入試システムや、ྛ大学のಶูの入試ไ度についてヲ⣽な᝟ሗを入ᡭする必要がある。

また、オンライン協議での英語によるコミュニケーションや、実施に向けたṇᘧな英語書㢮のస

成等、教員への負担が大きい。ࡑこで管理機関と協議のୖ、マレーシアの大学入試システムに精

通し、日本語と英語、マレーシア語でのコミュニケーションが可能な⫋員をコーࢹィࢿーターと

して㸯名雇用した。初年度は 12 月から㐌㸯日、᫖年度と今年度は４月ᙜ初から㐌㸰日໅務して

いる。

(2) 㞠⏝ࡼ࡟るຠᯝ

㸵チームが６月から㸰㐌に㸯回の࣌ースでオンラインミーティングを

行っており、㐌㸰回の໅務日のᨺ課後は、ࡰ࡯毎回オンラインミーティ

ングのサ࣏ートに入っている。今年度は他校から㸰チームが参加してお

り、ᙜ初はマレーシアとのオンラインでのやりとりに័れない部分もあ

ったため、コーࢹィࢿーターのᙺ๭は≉に大きかった。全チームの研究

テーマ、オンラインミーティングや࣓ールでのやりとりは、すべてコーࢹィࢿーターによって㞟

約されており、教員間での᝟ሗ共有や、取組のຠ果᳨ドの際にも大変有ຠである。

「プトラ大学チャレンジプログラム」の協議においては、஺΅の๓段㝵において、本校がᥦ♧

しようとしている᮲௳が受け入れられる可能ᛶが㧗いかどうか、どの点が協議を㞴⯟さࡏている

か等を事๓に┦ㄯすることができた。また、現地の教育に精通しているため「プトラ大学チャレ

ンジプログラム」によりྜ᱁した生徒が、ࢨࣅの取ᚓやᒚ修Ⓩ㘓、学㈝⣡入等、ࡑの後どのよう

なᡭ続きを、どのようなスケジュールで㐍めれࡤよいかについても多くのアࢻバイスをᚓること

ができた。（このຓ言に基࡙いてస成した「ྜ᱁後のᡭ続き」を「(࢘)重点枠関ಀ資料４」に♧す。）

（㸴）㝃ᒓ୰学生をྵめるࡇとࡼ࡟る海外大学㐍学の᪩ᮇのព㆑௜け

実施ィ⏬࠾࡟ける௬ㄝ

中学生の段㝵から、共同研究の様子を学ࢇだり、海外研修に同行したりすることで、海外との

共同課題研究への理ゎと参加にᑐするモチ࣋ーションを㧗められる。

(1) 㝃ᒓ୰学校㸱ᖺ生をྵめた共同課題研究࣒࣮ࢳの⦅ᡂ

㧗校㐍学後の海外との共同課題研究についてのモチ࣋ーションを㧗めるとともに、海外㐍学と
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いう選ᢥ⫥について᪩い段㝵からព識さࡏることができるように、共同課題研究のチームは㧗校

㸯・㸰年ḟ生とのྜ同チームであれࡤ、㝃ᒓ中学３年生も応ເ可能としている。

(2) ຠᯝの᳨ド

㝃ᒓ中学校３年生で国際共同課題研究に参加した生徒の多くが、⩣年㧗校㸯年ḟの௰間とチー

ムを組ࢇで本プログラムに応ເしている。㝃ᒓ中の時に国際共同課題研究を⤒験している生徒を

ྵむチームは、初めて取り組むチームに比べ、スムーࢬにテーマ設定の話しྜいに入ることがで

きた。オンラインミーティングでのコミュニケーションຊも᱁段に㧗く、教員のサ࣏ートがなく

ても共同研究を㐍めることができている。国際共同課題研究に᪩い段㝵から取り組ࢇできたຠ果

がฟている。

課題としては、㝃ᒓ中学生をྵむチームの応ເ数がῶᑡഴ向にあることである。これは㧗等学

校と㝃ᒓ中学校でᨺ課後の活動時間が異なる場ྜが多いため、チームとして同時間ᖏに活動する

時間が㝈られてしまい、研究活動やオンラインミーティングの設定がしにくいという点が挙げら

れる。

մ 実施のຠᯝとࡑのホ౯

（㸯）国際共同課題研究᏶஢࣮ࢣࣥ࢔トࡼ࡟るホ౯
今年度の国際共同課題研究は、３月の YSF-FIRSTでの最⤊発表に向けて継続中であるため、令

和６年３月の最⤊発表後に実施した国際共同課題研究᏶஢アンケートを用いてホ౯を行う。

(1) 国際共同課題研究඲యの‶㊊ᗘ࡚࠸ࡘ࡟

᫖年度から、ᙜ初のண定通り６月から３

月まで、オンラインと現地での㸰回の研修

を組ࡏࢃྜࡳた 10 ࣨ月にΏるプトラ大学

との定ᖖ的な国際共同課題研究を実施でき

ている。

プログラム全体の‶㊊度については、参

加者全員が「㠀ᖖに‶㊊」または「‶㊊」

と回答している。

(2) 10 ࣨ᭶と࠺࠸研究ᮇ㛫࡚࠸ࡘ࡟

ィ⏬段㝵では、ເ㞟や選考、マッチング

௨外の期間は可能な㝈り研究に඘てられる

ようィ⏬したが、一方で㧗校生にとってオ

ンライン中心の 10 ࡂ月間の研究は㛗す࢝

るのではないかとのᠱᛕもあった。アンケ

ートの⤖果では、やや㛗いと回答した生徒

は㸯๭にとどまり、多くの生徒がࡻࡕうど

Ⰻいと回答、㏫に▷いとឤじた生徒も㸰๭

いた。

62%

38%㠀ᖖに‶㊊している

‶㊊している

どࡕらとも言えない

୙‶をឤじている

㠀ᖖに୙‶をឤじている

プࣟࢢラ࣒඲యの‶㊊ᗘ

㛗すࡂる

やや㛗いとឤじた

うどⰋかったࡻࡕ

やや▷いとឤじた

▷すࡂる

10ࣨ᭶と࠺࠸研究ᮇ㛫 10%

71%

19%
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࠙参加生ᚐの⮬⏤グ㏙からࠚ

・⚾のチームは研究のテーマのỴ定が᪩い時期だったので、研究は期間中めいっࡥい行うことができ

たとおもいます。ኟఇࡳまででᅵྎになる研究の㐍め方や研究会の‽ഛ、ᡭ㡰のỴ定をして現地で

ᑐ㠃のミーティングをᣳࢇで本᱁的に研究をするというὶれでとてもよかったとᛮいます。研究の

テーマがプトラ大学の学生と┦ㄯしてỴめられるから、おもしࢁいテーマになっている一方で、専

門ᛶが㧗くて、やりたいことがたくさࢇฟて᮶てしまったので、‶㊊するまでやりたいとᛮうと 3 年

くらいは研究を続けたいとᛮってしまいました。

(3) 主య性ࠊ協ാ性ࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜࠊプ等のኚᐜ

本プログラムでは、海外の学生との共同課題研究を通じて、本校の研究㛤発をさらに㧗度໬・῝

໬さࡏ、ᑗ᮶、言語やᩥ໬の㐪いを㉸えて共同で研究活動等を行える人ᮦを育成することを目ᶆと

している。研究㛤発のຠ果を᳨ドするための㸳つ資㉁・能ຊの変容についての生徒アンケート（回

答数 21 名、回཰⋡ 100％）の⤖果を表したのがୗのグラフである。

全体の 85.7％が「協ാᛶ」、66.7％が「主体ᛶ」と回答しており、言語やᩥ໬の㐪いを㉸えて

共同で研究活動等を行える人ᮦするためのຠ果的な実㊶だったことが♧された。リーࢲーシップ

を挙げた生徒は 38.1％だったが、英語を共通語とした大学生との共同課題研究において、およࡑ

３人に㸯人がリーࢲーシップの向ୖを挙げたことを考えると、Ỵしてపい್ではない。

(4) 国際共同課題研究࡟ồめられる▱㆑㺃ࣝ࢟ࢫのኚᐜ

࠙共同課題研究の๓後࡛ࠊኚᐜࡋたとᛮ࠺㈨㉁㺃⬟ຊ （ྍ⟆ᅇᩘ「）ࠚ

主య性

協ാ性

プࢵࢩ࣮ࢲ࣮ࣜ

๰㐀ⓗᛮ⪃ຊ

ᢈุⓗᛮ⪃ຊ

(ே)

࠙共同課題研究の๓後࡛ࠊኚᐜࡋたとᛮ࠺▱㆑㺃ࣝ࢟ࢫ （ྍ⟆ᅇᩘ「）ࠚ

(ே)(ே)

研究࡟࣐࣮ࢸ㛵ࡍる▱㆑

プトラ大学の施タ等の⌮ゎ

ⱥㄒࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹຊ

ⱥㄒプࣞࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮຊ

国際共同課題研究࡬の⮬ಙ

の⌮ゎ࡬ᴗ⏘ࣝ࢖࣒࣮࢜ࣃ

の␗ᩥ໬⌮ゎ࢔ࢩ࣮࣐ࣞ

の⌮ゎ࡬↛⮬の࢔ࢩ࣮࣐ࣞ

᪥本࡚࠸ࡘ࡟の⌮ゎ ே)

(ே)
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全体の 85.7％が「研究テーマに関する知識」と回答している。大学生との共同課題研究で生࿨

科学分野のテーマを研究段㝵から英語で行ったことで、英語の語ᙡや表現ををྵむ専門的な知識

が㌟についた。また「国際共同課題研究への⮬ಙ」「英語ࢹィス࢝ッションຊ」「英語プレࢮンテ

ーションຊ」も回答のୖ఩を༨めている。㸵月研修後、㸯月研修後、３月研究発表後のアンケー

トを比㍑すると、これらのス࢟ルは時⣔ิにᚑってᚎ々に回答数がቑえており、英語を共通語と

した 10 ࣨ月間の定ᖖ的な共同課題研究の成果が表れている。（㸵月研修後、㸯月研修後のアンケ

ートのࢹータは「（࢘）重点枠関ಀ資料㸰・３」に記載）

（㸰）ⱥㄒ㐠⏝⬟ຊのኚᐜ࡟㛵ࡍるホ౯
ྑ図に♧すように、本校の国際共同課題研

究では、英語を共通語とした定ᖖ的な連携関

ಀの中で、㧗度な研究を行うことを目ᶆとし

ている。

今年度の研究テーマ（p.81 参↷）をぢると、

生徒たࡕは、大学生とチームをసることで、サ

イエンスリテラシーϩと同等またはࡑれ௨ୖ

の㧗度な課題研究を㐍めることができている

ことがࢃかる。またオンラインミーティング

や࣓ールの内容から、英語での定ᖖ的な┦஫コミュニケーションによって、国際共同課題研究を

㐍めるための㧗い英語㐠用能ຊがഛࢃってきていることがࢃかる。

(1) ⱥㄒ㐠⏝⬟ຊのኚᐜ（⮬ᕫホ౯）

令和６年３月の最⤊発表後に実施した国際共同課題研究᏶஢アンケート（回答数 21名、回཰⋡

100％）の英語４ᢏ能の変容に関する回答をまとめたのがୗのグラフである。

81.0％の生徒がリスニング、66.7％の生徒がスࣆー࢟ングと回答している。オンラインと現

地での研修を併用した 10 ࣨ月間の定ᖖ的な共同研究の中で、専門用語をྵむ大学生の英語を⪺

きとったり、⮬分のពぢをࡑの場でఏえる実㊶を続けた成果が実ឤとして表れている。また⮬⏤

記㏙の回答には、共同課題研究௨外の学⩦への取組にもዲᙳ㡪がฟたという記㏙がぢられた。

࠙参加生ᚐの⮬⏤グ㏙からࠚ

・研修に参加する๓は、⮬分がもっと英語ができるとᛮっていた。しかし、いࡊオンラインミーティ

ングなどで英語を使って話ࡑうとしてࡳると、⮬分が英語をᛮうように話ࡏないことを③ឤさࡏら

【本校の国際共同課題研究が目指すエリア】

࠙ⱥㄒ㸲ᢏ⬟の୰࡛᭱ࡶ向上ࡋたとឤࡌたᢏ⬟ （ྍ⟆ᅇᩘ「）ࠚ

ࢢ࣮ࣥ࢟ࣆࢫ

ࢢࣥࢽࢫࣜ

ࢢࣥ࢕ࢹ࣮ࣜ

ラࢢࣥ࢕ࢸ࢖

(ே)

日মୁदৈ২ऩଢ଼஢॑ਤी
ॊऒधऋदऌॊ؛準備खञ
英ୁ৅਀मदऌॊऋସઑૢ
௦ऽदम୔खः॰شথ

英ୁ॑ુৢୁधघॊऋؚଢ଼
஢よॉ英ୁदのઐ૴प਌৬
ऋ઼ऊोॊञीؚ஥ःଢ଼஢
पऩैऩः॰شথ

英ୁ॑ુৢୁधखञ৒ଞ
৓ऩ৴௚ঢ়બのরदৈ২
ऩଢ଼஢प਄ॉੌि॰شথ
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れた。マレーシアに行く時にはもっと話ࡏるようになࢁうと、⮬分なりにດຊしてຮᙉすることが

ฟ᮶たとᛮう。このように、この研修では⮬分の学⩦への取り組ࡳ方もよりよくฟ᮶たと⚾は考え

る。

・最初のミーティングでは⮬ಙがなく、英語で話すことをためらっていて UPM の学生とពᛮが通じな

いことがあった。しかし、共同研究を行っていく中で、⮬分から話しかけたり、ᴦしく会話できたり

した。スࣆー࢟ング能ຊがୖがったとᛮう

・外㡢がある中であったり、日本とアクࢭントが㐪うマレーシアの英語をたくさࢇ⪺く機会があった

ので、⪺き取れる英語の✀㢮がቑえてᎰしかったです。

・英語でのពᛮ␯通が、日ᖖ会話レ࣋ルでは㞴なくこなࡏるようになった。研究内容のࢹィス࢝ッシ

ョンについても、専門用語を事๓に調べておけࡤ、┦ᡭの言っていることがࢃかることが多かった。

(2) ⱥㄒ㐠⏝⬟ຊのኚᐜ（外㒊ᣦᶆࡼ࡟るホ౯）

本校では生徒の英語㐠用能ຊを変容を 定する外部指ᶆのࡦとつとして(ᰴ)ࢿ࣋ッࢭコー࣏レ

ーションの GTEC（３ᢏ能）を㧗校㸯・㸰年ḟ全員に実施している。

マレーシアとの国際共同課題研究の選考試験において、英語のスコアは、ྛグループ内で最も

㧗い点数をとった生徒のスコアのࡳを᥇用し、ࡑれ௨外の生徒のスコアは考៖しない方ᘧをとっ

ている。ࡑのため、共同研究参加๓のྛ生徒の英語ຊにはᕪがあったが（選考方法のヲ⣽は p.80

参↷）が、11 月に実施した GTEC では、参加した全ての生徒のスコアがୖ᪼した。≉に㧗校㸯年

ḟのグループでは、༙数௨ୖの参加生徒が、「๓回からの点数ୖ᪼が大きかったୖ఩ 20名（受᳨

者数 232名中）」の中にྵまれている。英語を用いた 10ࣨ月間の定ᖖ的な国際共同課題研究によ

って、選考時は英語がࡑれ࡯どᚓពでなかった生徒の英語㐠用能ຊも㧗められていることがࢃか

った。

յ ᡂᯝの発ಙとᬑ及

ＳＳＨ科学ᢏ⾡人ᮦ育成枠の研究㛤発においては、ィ⏬段㝵から、国際共同課題研究への他校の

参加を目ᶆとしてきた。最⤊年度となる今年度は、㐣ཤ㸰年間の取組を基┙に、๓年度と同様 ࢝10

月間の定ᖖ的な国際共同課題研究を実施するとともに、㸰校のＳＳＨ指定校を参加さࡏることで成

果の普及を図った。

(1) 他のＳＳＨ校の国際共同課題研究࡬の参加

協ຊ校の選定については、බເではなく、これまでの連携実⦼や学校視察の内容等から校内で

ೃ⿵を⤠り、参加について事๓にᙜヱ校へのᡴデを行ったୖで௨ୗの㸰校に౫㢗することとした。

ྛ校からは㸯チーム３名ずつが参加し、本校の生徒と同様のプログラムに参加している。

࠙௧࿴㸴ᖺᗘ国際共同課題研究協ຊ校ࠚ

学校法人ụ⏣学ᅬụ⏣中学・㧗等学校（㮵ඣᓥ┴）

Ⲉᇛ┴立並ᮌ中等教育学校（Ⲉᇛ┴）

の発ಙ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ (2)

本校トップ࣌ージには、令和６年４月から令和㸵年㸰月までの 月間で࢝11 370,353௳のアクࢭ

スがあり、௨ୗをබ㛤することで研究成果の普及・発ಙに取り組ࢇでいる。

・国際共同課題研究の概要（選考方法・年間スケジュール）

・プトラ大学チャレンジプログラムの概要と応ເ要௳

・マレーシア研修の様子
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(3) 本校主催の研究発表会 YSF-FIRSTの開催

国際共同課題研究の成果普及の場とするため、SSH重点枠に指定された令和４年度より使用言語

を英語とし、他校にも参加を広く呼びかけた。また、普段から連携を行っている横浜市国際学生会

館の留学生や、サンモールインターナショナルスクール（横浜市中区）の生徒等、英語話者の参加

者約 40 名を招待し、理数分野の研究成果を発表する国際フォーラムとして設定した。

(4) プトラ大学との教育活動の共有（Knowledge Transfer Programme）

プトラ大学との連携を持続可能なものとするため、YSF-FIRSTでは、連携の中心となっているプ

トラ大学バイオテクノロジー・生物分子科学部から毎年講師を招聘し、基調講演を行っていただ

いている。また令和４年度と６年度には、同大学が成果普及の一環として行っている教育プログ

ラム（KTP: Knowledge Transfer Programme）を本校で実施した。

(5) 他校等からの視察・研修の受け入れ

今年度は全国から 28の視察を受け入れ、要望に応じて重点枠の概要や、選考・マッチング方法、

オンラインミーティングと現地での研修を併用した共同課題研究の活動について説明し、成果の

普及を図った。

⑥ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

(1) 通常の学校生活と国際共同課題研究の両立

令和６年３月に実施した参加生徒へのアンケートでは、「学校の他の活動との両立」についての

項目で 71.4％の生徒が「時期によって他の活動との両立が大変だった」と回答した。最も多くの

生徒（38.1％）が要因として挙げたのが「定期試験」と「サイエンスリテラシーでの研究」であっ

た。海外の大学生とは日程が大きく異なる定期試験期間や、授業の中で実施している課題研究と

並行して行うことなどが考えられる。

(2) 他のＳＳＨ校の参加を広げるためのプトラ大学との協議

初年度に調印した覚書（MoU: Memorandum of Understanding）はプトラ大学と本校生徒との国

際共同課題研究を想定しており、他校の生徒との連携に関する記載はない。今後の普及にあたっ

ては、国際共同課題研究やプトラ大学チャレンジプログラムへの他のＳＳＨ校の参加枠拡大に向

けて、プトラ大学との協議を継続していく必要がある。

(3) 国際共同課題研究のための海外校との協議

海外校との連携に関する協議は英語で行うため、英語科教員が中心となる一方で、実際の共同

課題研究の内容等については理科・数学科教員の専門知識が必要となる。また、協議内容や資料を

学校全体や管理機関と共有するには、まず全てを日本語に翻訳する必要があること等から、国内

での連携に比べ、人員と時間が必要となる。

この点に関しては、マレーシアの大学入試システムに精通し、日本語と英語、マレー語でのコミ

ュニケーションが可能な事務員を雇用したことで、教員の負担が大幅に改善されている。

(4)研究分野の制約

現在はバイオテクノロジー・生物分子科学部との連携が中心だが、生徒がより主体的に国際共

同課題研究に取り組むためには、様々な分野の研究において国際共同課題研究ができる環境が望

まれる。分野を広げていくことで、他校からの参加もしやすくなり、より一層の成果の普及につな

がると考えられる。

－ 100 －



ෆᐜ㸦ᢤ⢋㸧ࡢぬ᭩㸦0R8㸧ࡢ࡜኱Ꮫࣛࢺࣉࠚ㔜Ⅼᯟ㛵ಀ㈨ᩱ㸯�࢘�࠙

 ぬ᭩ࡢ㧗ᰯ㛫࡛࢔࢕ࢸࣥࣟࣇࢫ࢚ࣥ࢖ࢧᶓ὾࡜኱Ꮫࣛࢺࣉ

➨୍᮲ ┠ⓗ 

୧当事⪅は、この覚᭩の᮲௳、および┦஫ᅜの法ᚊ、つ๎、つไ、および㝶時有効なᅜᐙᨻ⟇

にᚑい、ᖹ等と┦஫利┈のᇶᮏ原๎に๎って、୧当事⪅間の研究༠力を強化、ಁ進、発ᒎさせ

るようດめる。 

➨஧᮲ ༠ຊศ㔝 

୧当事⪅は、それࡒれのᅜでᮏ事業を⟶理する法ᚊ、つ๎、つไ、および㝶時有効なᅜᐙᨻ⟇

にᚑい、ḟの分野での༠力をዡບおよびಁ進するために必要なᥐ置を講じるようດめる。 

�D� 830 の学生との定ᮇ的なඹ同研究および学術的άືの㛤発 

�E� ู⣬࢞イドラインによる、<6)+6 生にྥけた 830 チࣕレンࢪ プログラムの㛤発 

�F� ୧当事⪅が┦஫に合意するその他の分野での༠力 

パラグラࣇ �にグ㍕された分野に㛵する༠力を実᪋する目的で、୧当事⪅は、この覚᭩のู⣬

㈨ᩱにྵまれるࠕᏲ⛎義ົࠖࠕ一時୰Ṇࠖࠕ知的㈈産ᶒのಖㆤࠖࠕ論தの解決ࠖに㛵する᮲㡯

をྵめ、୧当事⪅が┦஫に合意した利用つ⣙にᚑって法的ᣊ᮰力のあるዎ⣙を⥾⤖する。 

➨୕᮲ ㈨㔠ㄪ㐩 

この覚᭩は、一方の当事⪅から他方の当事⪅࡬の㔠㖹的義ົを生じさせるものではない。 

ྛ当事⪅は、この覚᭩に㛵㐃する㈝用をそれࡒれで負ᢸする。 

➨ᅄ᮲ ぬ᭩ࡢຠຊ 

この覚᭩は、୧当事⪅の意思のグ㘓としてのみ機能する。ᅜ内法またはᅜ際法にᇶ࡙く義ົを

構成または生じさせるものではなく、それを意ᅗするものでもない。法的手⥆きを生じさせず、

明♧、㯲♧を問わず、法的にᣊ᮰力のあるまたはᇳ行可能な義ົを構成または生じさせるとは

見なされない。 

➨஬᮲ ௦⌮㛵ಀ࡜ࡇ࠸࡞ࡀ 

ここにྵまれるいかなる内容も、୧当事⪅間のࢪョイント ࣋ンチࣕー パートࢼーシップまた

はあらࡺる✀類のṇᘧな事業⤌⧊を構成するもの、またはいずれかの当事⪅を他方の当事⪅の

௦理ேとして構成するものという解㔘にはならない。 

➨භ᮲ Ⓨຠ࡜ᮇ㛫 

この覚᭩は、⨫名日に発効し、㸳年間有効とする。 

この覚᭩は、୧当事⪅による᭩面での合意により、さらにᮇ間をᘏ㛗することができる。 

➨୐᮲ ὀព஦㡯 

この覚᭩にᇶ࡙く㐃⤡は、英語の᭩面で行われ、᭩␃㒑౽で 830 または <6)+6 のఫᡤまたは

クシミࣜ␒ྕ、場合によっては௨ୗに♧す、いずれかの当事⪅が㏦ಙ⪅に㏻知した他のア࢓ࣇ

ドレスまたは࢓ࣇクシミࣜの㟁Ꮚ࣓ール アドレスに㏦ಙすることができる。ᮏዎ⣙にูẁの

定めがない㝈り、そのアドレスまたはṇᘧにᢎ認された㟁Ꮚ࣓ールアドレスまたは࢓ࣇクシミ

ࣜ␒ྕでཷಙ⪅に㓄ಙされた時点で、ṇᘧにᥦ౪または作成されたと見なされるものとする。 

ู⣬㈨ᩱ㸿（知的ᡤ有ᶒのಖㆤ、Ᏺ⛎義ົ、༠定の一時೵Ṇ等） 

ู⣬㈨ᩱ㹀（プトラ大学チࣕレンࢪプログラムの具体的内容と年間スࣗࢪࢣール） 
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・スライドもあったため、英語ではあるがだいたいの意味を理解でき、また

༗後には実際に手をືかして学べ、とても楽しかった。 

・実際に実験することができて楽しかったです。ཤ年は㸯つの実験に時間を

かけていたけど、今年は㸲つの実験をすることができたのがよかった。 

・講義のテーマが自分たちの研究と㛵㐃深いものであったため、今後の研究

άືにά用できそうな知識を多くᚓることができ、大変有意義でした。 

・ᇶ♏知識の᚟習が英語でできてそれらが⧅がっていって良かった。 

・実験を㏻して理解を深められた。 

・今まで知らなかった᪂しい知識を身につけることができた。またึめて使

う実験器具も、実際に使いながら英語で教えてもらい、理解しやすかった。

・ඖ々学ᰯで習っていた内容と⿕るところもあったので理解しやすかった 

・研究の分野的に理解し࡙らいところもあったが、学びの多い講義でした。 

・マイクロ࣌ࣆットなど、使い方の分からないものをึめて使ったため、今

後の研究においても大変有意義な⤒験になったと思う。 

㸰㸬ඹྠ◊✲࣓ࣥࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣉ࣮ࣝࢢࡢ࡜࣮ࣂ㸦��᪥༗ᚋ㺃�� ᪥㸧 

・ᾏእの大学で実験をするという⁛多にない⤒験ができ、とても有意義でわ

くわくした。ἑᒣのඛ生からアドࣂイスを㡬き、㉕ἑな環境で研究をさら

に進められたと思う。 

・英語しか㏻じない┦手と英語で話すということ自体がึめての⤒験で、難

しさを感じる場面もありましたが、研究方㔪が決まった時や、఍話の୰で

┦手について知ることができた時は大きな㐩成感を感じました。 

・オンラインで఍話するよりも఍話が⧅がった。事前にスライドを作ってい

たことで、スムーズにディスカッションが進んだ。 

・対面だとࢥミࣗࢣࢽーションが行いやすかった。 

・オンライン上では୰々㏻じ合えない事でも、実際にࢥミࣗࢣࣗࢽーション

することによって研究ᮦᩱや研究方法のヲしい᝟ሗなどを聞くことができ

たので良かったと思う。 

・]RRP で行うよりも෇⁥に話せて楽しかった 

・ᾏእの大学で実際に、どのように研究が行われているかがわかった。また、

ᾏእの大学はどうなっているかの一つのᣦᶆにもなった。 

㸱㸬2LO 3DOP 3ODQWDWLRQ㸦㎰ᅬ㸧࣭ࡢࡑ௚ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࢢࣟࣉ⮬⏤グ㏙ 

・オイルパームの実物を見ることによって、カロテンがྵまれていてオレンࢪなことや、⤖構実が⧄⥔質なことなどさ

まࡊまなことにẼ࡙けた。 

・ᆅ理の教⛉᭩に㍕っているような油やしがዟが見えないほど広がっていて、実際に見ることができてᎰしかった。果

実にゐれたのも㈗㔜な⤒験で良かった。 

・3ODQWDWLRQ と聞いて、ఱかもっと༢ㄪで効率㔜どなイ࣓ーࢪをᢪいていたが、ᬑ㏻の㎰ᅬとあまり変わらず、いわば

��、自↛ࠖで㦫いた。一方ࠕ 年したらᮌを一ᩧにษる等、⌧実的な、ၟ業的ഃ面もᇉ間見られ㈗㔜な⤒験だった。 

・実際に手で果実をᢲしつࡪしたときに、オイルが出てきて、どれだけパームࣜࢶーが有┈なものか理解できた。 

・⌧ᆅでなければ見られないようなᒎ♧を見て、パームオイル産業がどのようにしてマレーシアの主要産業として発ᒎ

してきたのかをヲしく学ࡪことができ、とても㈗㔜な⤒験になりました。 

・発表の時間では、㸰ᰯの研究について聞くのがึめてだったので、有意義な時間だった。自分たちもまだ完璧ではな

いが、スライドの見せ方や作り方がもうᑡし工夫出来そうだったので、自分たちもẼをつけていきたい。 

・66（㝃ᒓ୰の課題研究）や英語の授業での⤒験を生かして、スムーズに準備や発表ができたと思いますが、用語につ

いて質問された際に答えることが出来なかったので、そこが཯┬点です。研究でᢅうものの定義をしっかりᢕᥱし、

それࡒれ実験手順の目的をᩚ理してスムーズに説明できるように取り⤌もうと思いました。 

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

1��
%

��%

1�%
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・ＤＮＡの抽出は難しかったけれど、プトラ大学の学生アシスタントさんが

丁寧に教えてくれて理解できた。 

・知識不足や技術不足で難しいと感じる点も多かったが、難しい器具をたく

さん使えたことで、今後に役立つ技能が身についたと思う。また、予習して

いたおかげで、完璧ではないが手順と目的も理解することができた。 

・化学的プロセスで行われていたものを、キチン分解菌を用いる方法に置き

換えることによって、環境に負荷をかけずに甲殻類の殻の再利用を可能に

する技術について学んだ。今後研究が進めば、様々な環境問題の解決に貢献

する技術だと感じた。 

・好きな言語で好きなこと、専門的なことが出来幸せだった。 

・前もって準備していたため内容の理解がしやすかったが、質問をすること

は難しかったため、同じような状況になった時に質問できるようにしたい。

・講義や実習のほとんどは難しくなかったが、上澄み液を取る操作だけ難し

かった。実習する事の必要性を強く認識できた。 

・来年の生物の授業に役立ちそうだと思った。 

㸰㸬'U�0XKDLPLQ  ᢳฟᐇ⩦㸦��᪥༗๓㺃༗ᚋ㸧ࣝ࢖࣒࣮࢜ࣃࠊࡿࡼ࡟

・構造を理論的に知るだけではなく、実際に絞って体で体感する点がとても

有意義だったと思う。 

・パームオイル産業が有名で大まかな行程は知っていたが、具体的にどのよ

うなことをやっているのかは知らなかったためとてもためになった。 

・講義内容が難しすぎず程よかった。 

・実際にパームオイルができる過程を肌で体験できて、有意義だった。 

・手で絞っても見るからに油が出ていてアブラヤシってすごいなと思った。 

・マレーシアの主要産業であるパームオイルの製造過程を学び、一定量のオ

イルパームからどれほどのオイルが生産できるのかを体感でき、機械を用

いればさらに多く絞れることを考えると、他の油を抽出できる作物と比べ

てのパームオイルの効率の良さを実感した。 

・パームの実をすり潰すのにもあれだけの力がいるのに、またそこから抽出

して透明なオイルを作るのは大変な工程だなと思った。 

・マレーシアパームオイル庁（ＭＰＯＢ）の研修での過程を学び、自ら実際

に抽出することでよりパームオイルについて知識を深めることができた。 

㸱㸬ࡸࣥࣙࢩࢵ࢝ࢫ࢕ࢹࣉ࣮ࣝࢢⓎ⾲࣭ࡢࡑ௚ࡢ࡚࠸ࡘ࡟࣒ࣛࢢࣟࣉ⮬⏤グ㏙ 

・やはりオンラインミーティングより対面のほうがスムーズに話合えた。スライドをチェックしてもらい、分からない

部分を教えてもらった。よりよいスライドと説明を作るのに役立った。 

・事前に話す内容、決めなければいけない内容をまとめておくことで、当日スムーズに進めることができた。また、カ

レンダーを駆使して今後の予定を決められたのもよかった点だと思う。 

・オンラインミーティングより直接のディスカッションの方がとても捗り、今後の研究などの確認が行えた。実際に話

すことにより、理解をすり合わせることが容易であった。 

・オンラインよりも対面でやった方が、ディスカッションのテンポも良くなり楽しかったです。また、実験に対して注

意すべきことに対してのズレがあると感じられたので、その場で改善点も見つけることができました。 

・成果発表の時間では、他のグループの研究について知ることができて良かった。研究は専門用語が多く、自分のやっ

ていない研究分野の発表を聞くことで、より知識を広めることができた。 

・前回は原稿をそのまま読んでいたが、今回はある程度覚えてみんなにわかりやすく説明することを意識して頑張れた。

・前回よりもより分かりやすくプレゼンすることが出来た。また、短時間で英文を考える能力も上がったと思う。 

・質疑応答が上手くいかなかったのが悔しかったが、スライドの工夫しなければならないところ等課題が見つかった。

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

とても有意義だった

有意義だった

あまり意味がなかった

意味がなかった

79%

21%

95%

5%
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UPM Challenge Programme Application Guidelines  
UPMチャレンジプログラムૢ൳ਏඨ

for October 2025 Admission 
2025ফ 10াো৾৷

A. Eligible Faculty and Programme 
ৌ଴धऩॊ৾৖धプログラム
Faculty of Biotechnology and Biomolecular Sciences 
ংॖड़テॡঀট४؞شে৬ী৕ఐ৾৖
(1) Bachelor of Science in Biotechnology with Honours (Department of Bioprocess Technology) 
ংॖड़テॡঀট४৾ش૒ಀ਄੭プটॢছ঒ (ংॖड़プট७ステॡঀট४৾شఐ) 

(2) Bachelor of Science in Biochemistry with Honours (Department of Biochemistry) 
ংॖड़ॣ঑スॺজ৾ش૒ಀ਄੭プটॢছ঒ (ংॖड़ॣ঑スॺজ৾شఐ) 

(3) Bachelor of Science in Microbiology with Honours (Department of Microbiology) 
๶ে੟৾৾૒ಀ਄੭プটॢছ঒ (๶ে੟৾ఐ) 

(4) Bachelor of Science in Cell and Molecular Biology with Honours (Department of Cell & Molecular 
Biology) 
಍ཝҩী৕ে੟৾৾૒ಀ਄੭プটॢছ঒ (಍ཝҩী৕ে੟৾ఐ) 

B. Admission Requirement 
ো৾ਏ੯
(1) Participated in UPM-YSFHS Joint Research Programme for at least one year 
プॺছপ৾धの国੠ુ৊ୖ਻ଢ଼஢プটॢছ঒पਈ଩ڭফ৑૞ਸखथःॊऒध

(2) Obtained a CGPA (Cumulative Grade Average Point) of 4.00/5.00 
ৈૅگফ৑の৸ఐ৯の௬৒਴಑ऋڱ஺మの 4.0ਰ঱

(3) Obtained a minimum grade 4.0/5.0 in the following subjects: Biology, Chemistry, Mathematics 
၎ఊखञَে੟َُ ৲َُ৾ ਯُ৾पঢ়घॊఐ৯のਛౚऋ৸थڱ஺మのڰਰ঱

 1st Grade 2nd Grade 3rd Grade 
Biology 
（ে੟）

Basic Biology (2) 
৶ਯে੟（ڮ౐ਜ਼）

Advanced Biology (3)*
৶ਯে੟（گ౐ਜ਼）

Advanced Biology (4)*
৶ਯে੟ർ஢（ڰ౐ਜ਼）

Chemistry 
（৲৾）

Basic Chemistry (2) 
৶ਯ৲৾（ڮ౐ਜ਼）

Advanced Chemistry (3)*
৶ਯ৲৾（گ౐ਜ਼）

Advanced Chemistry (4)*
৶ਯ৲৾ർ஢（ڰ౐ਜ਼）

Mathematics 
（ਯ৾）

Mathematics I (6) 
৶ਯਯ৾Ϩ（ڲ౐ਜ਼）

Mathematics II (4) 
৶ਯਯ৾ϩ（ڰ౐ਜ਼）

Mathematics III (3) 
৶ਯਯ৾Ϫ（گ౐ਜ਼）

Mathematics Extension (2) 
৶ਯਯ્৾૛（ڮ౐ਜ਼）

Advanced Mathematics II (4)* 
৶ਯਯ৾ർ஢（ڰ౐ਜ਼）

* Elective Subject৭උఐ৯
 (4) Obtained either of the English Language Proficiency qualifications as below: 

ਰৣのःङोऊの英ୁચৡৱત॑਄੭खथःॊऒध
IELTS Band 5.5 or TOEFL-IBT Score 60 
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C. Application Schedule 
লൢ५ॣジগشঝ
1. Application Period 
লൢ਋৑
Application can ONLY be made ONLINE at http://intake.upm.edu.my/admissionUG/ 
লൢमड़থছॖথदのा૭ચ
Open 
৫઩

Saturday, 15th March 2025 
2025ফگ⽉ 15日 ଅ໫日

Deadline 
ഁीજॉ

Friday, 16th May 2025 
2025ফڱ⽉ 16日 স໫日

2. Documents required for application 
লൢप૑ਏऩછథ
(1) A passport-size photo with blue background 
ஒःూବのঃスএشॺ१ॖ६の୼ઌ

(2) A copy of passport (first page). The passport must be valid for at least two years prior to expiry 
date. 
ঃスএشॺの॥আش（ਈੂのঌش४）થ஍਋଒ऋ૘ऩऎधुڮফ৑ँॊऒध

(3) A copy of transcript & school leaving certificate (must be translated if issued in other than English 
Language) 
ਛౚ઒৥છध෮঵઒৥છの॥আش（英ୁਰਗद৅ষऔोञৃ়मᄽ๨ऋ૑ਏ）

(4) A copy of English language certificate (IELTS/TOEFL IBT) 
英ୁਗ৖૥ୡの઒৥છの॥আش（IELTSऽञम TOEFL IBT）

(5) A non-refundable USD65.00/ RM280.00 application fee 
申請મ 65.00॔ওজढ़ॻঝऽञम 280ঐঞش३॔জথॠッॺ（ନসਂ૭）
FLYWIRE 
ड़থছॖথৠੋ१شঅス

https://landing-pages.flywire.com/landing/upm 

Online Funds Transfer 
ड़থছॖথଛস

Bank Account No : 8002155042 ઠౠ୞ಀ
Bank Name : CIMB BANK BERHAD ਒ষ੡
Account Name : UPM Collection ઠౠ੡ଝ
Bank Branch : Universiti Putra Malaysia, Serdang Branch ੍૲੡

3. Oral Presentation Examination (Conducted online) 
ઠ୍৅਀૥ୡ（ड़থছॖথৰ઱）

Period 
਋৑

Monday, 19th May 2025 – Friday, 20th June 2025 
2025ফڱ⽉ 19日（⽉）ڲع⽉ 20日（স）
(Specified date and time to be notified) 
਋৑৔の੐৒औोञ日ৎ

Content 
৔ઍ

(1) Presentation of the results of the joint research 
ુ৊ଢ଼஢のਛટपणःथの৅਀

(2) Q&A session regarding the presentation 
৅਀पঢ়घॊସઑૢ௦
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4. Announcement of Selection Results 
৭અ੥ટのৢੴ

Period 
਋৑

By the end of June 2025 
ીॎॉऽदपৢੴ⽉ڲ
(It takes 2-6 weeks after application.)  
申請৏ڲعڮ週৑ऊऊॉऽघ؛

Offer Letter will be issued, which is needed for visa application. 
অ२申請प૑ਏऩड़ই॓شঞॱش（়તৢੴછ）॑৅ষखऽघ؛

  

－ 106 －



  

Steps after passing UPM Challenge Programme 
UPMチャレンジプログラム়ત৏भ५ॸॵプ

A. Obtaining VAL from EMGS 
EMGSद VALقঅ२അੳછكभ਄੭
1. e-VAL (Visa Approval Letter)  
ਗ਼৕ VAL（অ२അੳછ）
Apply online for a Visa Approval Letter to EMGS (Education Malaysia Global Services) 
EMGS（ঐঞش३॔ॢটشংঝઇ୘१شঅス）षঅ२അੳછ॑ड़থছॖথद申請घॊ

Period 
਋৑

By the second week of July 2025 
2025ফڳ⽉ਸ਼ڮ週ऽद
(It takes approximately 4-6 weeks after application.)   
申請৏ڲعڰ週৑ऊऊॉऽघ؛

Visa Approval Letter is needed for visa application. 
অ२അੳછमঅ२の申請प૑ਏदघ؛

2. Documents required for application  
লൢप૑ਏऩછథ
https://visa.educationmalaysia.gov.my/guidelines 
(1) 1 passport size photograph with white background 
ஜःూବのঃスএشॺ१ॖ६の୼ઌූڭ

(2) A copy of your Passport 
ঃスএشॺの॥আش

(3) Offer Letter (from UPM) 
UPMऊै৅ষऔोञ়તৢੴછ

(4) Health Declaration Form 
௏೨申ઔછ

(5) Academic certificates and transcripts 
৾঵઒৥છ؞ਛౚ઒৥છ

(6) Personal Bond (will be handled by UPM) 
৳઒স（UPMऋয়౹）

(7) English Language Requirement 
ਏ੯॑௥ञखञ英ୁਗ৖૥ୡの઒৥છ

B. Submitting Documents to i-PUTRA (Putra International Centre) 
i-PUTRAषभછథभ઀ল

Applicants must send the required documents in softcopy to i-PUTRA through the following link. 
申請঻मؚઃのজথॡऊै૑ਏऩછథ॑९ইॺ॥আشद i-PUTRA पଛਦघॊ૑ਏऋँॉऽघ؛

https://forms.gle/wW9D2ZggNC1K5r969 
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C. Obtaining Visa (Single Entry Visa) 
অ२ق३ングঝग़ンॺজشঅ२كभ਄੭

Apply for a Single Entry Visa at the Malaysian Embassy in Japan 
૔日ঐঞش३॔পઞைद३থॢঝग़থॺজشঅ२॑申請घॊ

Period By the end of August 2025 
2025ফڴ⽉ଜऽद
(It takes 3 business days after application.)   
申請৏گ੾঵日ऊऊॉऽघ؛

 Moving to Malaysia .ڹ
ঐレش३॔षभਬढ௭ख
1. Room hunting 
৖ોർख

2. Health Screening at UPM Health Centre  
UPMঊঝス७থॱشद௏೨൧૵

3. Course Registration 
၎ఊఃஈ

4. Payment of tuition fees 
౸঵મの੍௸ः
Tuition fees are to be paid by Flywire or Bank transfer during course registration week. 
౸঵મमఐ৯ఃஈの週पইছॖডॖখʊऊ਒ষஷॉ੢ाद௸ः੢ाऽघ؛

1R� プটॢছ঒�
॥شॻ� ৾૒਄੭プটॢছ঒� �ফ৑のڰ

৾਋ਯ�
৾ા�৾਋�
（日ম৞）�

੕৾ાڰ�ফ৑�
（日ম৞）�

1 UP6545001 ংॖड़テॡঀট४৾ش૒ಀ਄੭プটॢছ঒ 8 ¥271,425 ¥2,171,400 

2 UP6421003 ংॖड़৲৾৾૒ಀ਄੭プটॢছ঒ 8 ¥250,800 ¥2,006,400 

3 UP6421004 ๶ে੟৾৾૒ಀ਄੭プটॢছ঒ 8 ¥271,425 ¥2,171,400 

4 YP6421005 ಍ཝҩী৕ে੟৾৾૒ಀ਄੭プটॢছ঒ 8 ¥271,425 ¥2,171,400 

�� ३॔জথॠッॺشঐঞڭپ ৞दੑ઴�

ٛ঱の਀のৄ্ٜ
Programmeَプটॢছ঒ ؛ফ৑द਄੭दऌॊ৾૒の੡ูऋプটॢছ঒੡पऩढथःऽघڰ؟ُ
Semَ७ওスॱش ؛ॊऒध॑ંखथःऽघँش७ওスॱڴফ਑ऩのदڰ؛ش७ওスॱڭ઄ফऋ؟ُ
Tuition Fee Per Semڭ؟७ওスॱش（઄ফ）の৾ા
Tuition Fee Per Programmeڰ؟ফ৑（ڴ७ওスॱش）の৾ાの੕પ

�४ऊैਬ৷ش঒ঌشプॺছপ৾঍پ
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UPM Challenge Programme Guideline Calendar 
UPMチャレンジプログラム 日程ガイドライン

Week 
週

dd/mm-dd/mm 
日/⽉（英国式）

Application and Preparation Steps 
申請および準備のステップ

 4 March Graduation from Yokohama Science Frontier High School 

32 03/05-07-03  

31 10/03-14-03  

30 17/03-21/03  

29 24/03-28/03  

28 31/03-04/04  

27 07/04-11/04  

26 14/04-18/04  

25 21/04-25/04  

24 28/04-02/05  

23 05/05-09/05 

22 12/05-16/05  

21 19/05-23/05 

20 26/05-30/05  

19 02/06-06/06  

18 09/06-13/06  

17 16/06-20/06 

16 23/06-27/06 

15 30/06-04/07  

14 07/07-11/07  

13 14/07-18/07  

12 21/07-25/07  

11 28/07-01/08  

10 04/08-08/08 

9 11/08-15/08 

8 18/08-22/08  

7 25/08-29/08  

6 01/09-05/09  

5 08/09-12/09 

4 15/09-19/09  

3 22/09-26/09  

2 29/09-03/10  

1 06/10-10/10 

0 13 October 

Application (Online) 
(1) A passport-size photo 
(2) A copy of passport 
(3) A copy of transcript & school leaving certificate 
(4) A copy of English language certificate  
(5) A non-refundable USD65.00 application fee 

Oral Presentation Examination (Online) 
(1) Presentation of the results of the joint research 
(2) Q&A session regarding the presentation 

Announcement of Selection Results (Offer Letter) 

e-VAL (Visa Approval Letter) Application 
EMGS (Education Malaysia Global Services) 

Submitting Documents to i-PUTRA 
<Approximately 4-6 weeks> 

Visa (Single Entry Visa) Application 
Embassy of Malaysia, Tokyo < 3 business days> 

Moving to Malaysia  
(1) Room hunting 
(2) Health Screening at UPM Health Centre 
(3) Course Registration 
(4) Payment of tuition fees 

UPM 1st Semester begins! 
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(2) A copy of passport
(3) A copy of transcript & school leaving certificate
(4) A copy of English language certificate 
(5) A non-refundable USD65.00 application fee

Oral Presentation Examination (Online)
(1) Presentation of the results of the joint research
(2) Q&A session regarding the presentation

Announcement of Selection Results (Offer Letter)

e-VAL (Visa Approval Letter) Application
EMGS (Education Malaysia Global Services)

Submitting Documents to i-PUTRA
<Approximately 4-6 weeks>

Visa (Single Entry Visa) Application
Embassy of Malaysia, Tokyo < 3 business days>

Moving to Malaysia 
(1) Room hunting
(2) Health Screening at UPM Health Centre
(3) Course Registration
(4) Payment of tuition fees

UPM 1st Semester begins!
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